
４月号’０７
町民の動き

平成１９年３月１日現在
前月より

男 １０，３２５ ＋３９
女 １０，９３３ ＋２８
計 ２１，２５８ ＋６７
世帯 ８，００１ ＋３４

http:／／www.town.kitaj ima.lg.jp/

オオガガタタママノノキキのの説説明明をを聞聞きき荒荒神神社社をを
再再出出発発すするる歩歩けけ歩歩けけ大大会会参参加加者者第第７７１１５５号号



��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

平
成
十
九
年
第
一
回
定
例
会
開
催
に

あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
は
じ
め
に

い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
た
活
発
な
経

済
状
況
や
出
生
率
の
改
善
な
ど
待
望
の

グ
ッ
ド
・
ニ
ュ
ー
ス
に
接
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
方
で

は
実
感
す
る
に
至
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
、

国
債
残
高
の
大
き
さ
や
急
速
な
高
齢
化

の
進
展
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
中
・
印

な
ど
人
口
大
国
の
経
済
成
長
や
益
々
の

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
世
界
は

大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
、
一
方
、
国

内
で
は
い
よ
い
よ
地
方
分
権
化
や
三
位

一
体
の
改
革
な
ど
、
地
方
行
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
状
況
の
中
、
「
協
働
し

て
、
持
続
可
能
な
文
化
的
で
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
希
望
の
持

て
る
北
島
町
を
創
造
す
る
た
め
に
、
業

務
の
効
率
化
や
経
費
節
約
を
図
り
つ
つ
、

直
面
す
る
少
子
高
齢
化
、
環
境
、
災
害
、

地
方
分
権
に
対
応
す
べ
く
、
、
「
選
択

と
集
中
」
を
基
に
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。今
後
と
も
あ
ら
ゆ
る
分
野
で「
町

民
と
協
働
」
し
つ
つ
、
行
政
の
「
体
力

づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
」
に
努
め
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
、
平
成
十
九
年
度
の

予
算
編
成

二
―
�
、
平
成
十
九
年
度

総
合
予
算

平
成
十
九
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
予
算
額
（
対
前
年
度
比
）
は
次

の
通
り
で
す
。

一
般
会
計

五
三
・
六
億
円

下
水
道
会
計

二
・
九
億
円

老
人
保
健
会
計

一
五
・
九
億
円

国
保
険
会
計：

事
業
勘
定

一
七
・

六
億
円

介
護
保
険：

事
業
勘
定

一
二
・
七

億
円介

護
保
険：

サ
ー
ビ
ス
勘
定

〇
・

一
億
円

こ
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
「
総
合
予
算
額
」
は
一
〇
二
億

円
余
（
前
年
度
比
六
・
九
億
円
増
）
で

す
。
こ
の
う
ち
、
重
複
し
て
い
ま
す
一

般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

（
四
億
円
）
を
除
い
た
実
質
的
な
総
合

予
算
は
九
八
億
円
余
（
前
年
度
比
六
億

円
増
）
と
な
り
ま
す
。

二
―
�
、
一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
歳
入
歳
出

合
計
五
三
・
六
億
円
余
（
対
前
年
度
比

三
・
四
億
円：

六
・
六
％
増
）
で
す
が
、

前
年
度
決
算
見
込
み
額
（
五
六
・
三
億

円
）
に
比
べ
四
・
八
％
減
の
緊
縮
型
で

す
。

�

歳
入
状
況

①
主
な
自
主
財
源

所
信
表
明

「
協
働
で
持
続
可
能
な

文
化
的
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

町

長

山

田

昌

弘

三
月
は
卒
業
式
、
四
月
は
入
学
式

と
子
ど
も
の
成
長
を
実
感
す
る
季
節

で
あ
る
。
「
は
や
、
中
学
校
を
卒
業

し
た
の
か
」「
小
学
校
を
卒
業
し
て
、

中
学
生
に
な
る
の
か
」
と
お
子
様
の

成
長
ぶ
り
に
、
子
ど
も
の
顔
を
見
直

す
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
多
い
こ

と
と
思
う
。

子
ど
も
達
の
成
長
は
待
っ
て
く
れ

ま
せ
ん
。
毎
日
忙
し
い
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
或
い
は
ご
家
族
の
方
も
、

子
ど
も
と
の
会
話
を
増
や
す
機
会
と

し
て
頂
け
れ
ば
と
願
う
。

今
、
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

で
は
、
子
ど
も
達
の
通
学
路
に
立
っ

て
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
毎
月
一
回

各
種
団
体
の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
き

実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な

こ
と
に
子
ど
も
を
学
校
に
送
迎
す
る

ご
家
庭
が
多
い
の
に
は
驚
い
た
。

や
は
り
、
子
ど
も
は
お
友
達
、
あ

る
い
は
上
級
生
と
通
学
さ
せ
て
欲
し

い
も
の
だ
。
異
年
齢
の
交
流
は
子
ど

も
達
の
成
長
に
大
き
く
役
立
つ
こ
と

な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
達
を
見
送
っ
た
あ

と
若
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方
も

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
参
加
を
し
て
、

協
力
頂
い
て
い
る
各
種
団
体
の
方
々

と
交
流
を
図
り
、
核
家
族
を
脱
皮
し
、

向
こ
う
三
軒
両
隣
を
復
活
し
た
い
も

の
だ
。

（２）町報２００７．４



自
主
財
源
三
五
・
九
億
円
余
（
三
・

六
億
円
余
増
）
で
、
総
予
算
額
の
六
七

・
一
％
（
二
・
七
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
町
税
は
二
八
・
一
億
円
余

（
二
・
四
億
円
増
）
の
見
込
み
で
す
。

こ
れ
は
国
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
（
住

民
税
）
へ
の
税
源
移
譲
に
伴
う
も
の
で

す
。そ

の
他
と
し
て
、
前
年
度
繰
越
金
一

・
七
億
円
余
、
繰
入
金
二
・
八
億
円
余

を
計
上
し
ま
し
た
。

②
主
な
依
存
財
源

国
や
県
へ
の
依
存
財
源
は
一
七
・
七

億
円
余
（
〇
・
二
億
円
余
減
）
で
す
。

こ
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
は
新
型
交
付

税
算
定
に
伴
い
三
・
六
億
円
（
〇
・
二

億
円
増
）
の
見
込
み
で
す
が
、
一
方
、

所
得
譲
与
税
の
廃
止
（
一
・
四
億
円

減
）
を
受
け
、
地
方
譲
与
税
が
〇
・
七

億
円
余
に
縮
減
し
ま
す
。

国
、
県
支
出
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
（
一
・
〇
億
円
余
）
な
ど
を
加
え
、

七
・
三
億
円
余
（
〇
・
五
億
円
余
増
）

で
す
。

そ
し
て
、
地
方
債
は
、
交
付
税
振
替

制
度
の
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
三
・
一

億
円
余
を
発
行
し
、
一
方
、
元
金
償
還

五
・
五
億
円
を
行
い
ま
す
の
で
、
全
体

と
し
て
二
億
円
余
減
り
、
起
債
残
高
は

五
三
億
円
と
な
り
ま
す
。

�

歳
出
状
況

①
目
的
別

歳
出
面
で
は
全
事
業
・
全
経
費
の
見

直
し
効
率
化
に
努
め
つ
つ
、
災
害
予
防

や
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

前
年
度
よ
り
縮
減
さ
れ
た
項
目
は
、

議
会
費
（
定
数
減
）、農
林
水
産
費
（
用

水
路
管
理
費
な
ど
）
で
す
。
一
方
、
増

え
た
項
目
は
、
総
務
費
（
選
挙
費
、
庁

舎
耐
震
化
、
賃
金
な
ど
）、民
生
費
（
児

童
手
当
、
障
害
関
係
費
な
ど
）、衛
生
費

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設
補
修
費
な
ど
）、

消
防
費
（
詰
所
改
築
な
ど
）、公
債
費
な

ど
で
す
。

②
性
質
別

義
務
的
経
費
（
二
五
・
八
億
円：

全

体
の
四
八
・
三
％
）
が
〇
・
六
七
億
円

増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
人
件

費
が
〇
・
三
八
億
円
縮
減
し
た
も
の
の
、

一
方
、
扶
助
費
が
〇
・
七
億
円
余
増
加

（
児
童
手
当
、
乳
児
医
療
な
ど
）、ま
た
、

公
債
費
が
〇
・
三
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
、投
資
的
経
費（
五
・
三
億
円：

全
体
の
九
・
八
％
）
派
、
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
に
よ
る
普
通
建
設
費
の
増

加
で
〇
・
九
七
億
円
増
え
ま
し
た
。

そ
の
他
の
経
費
（
二
二
・
四
億
円

余：

全
体
の
四
一
・
九
％
）
は
介
護
、

老
健
な
ど
特
別
会
計
や
一
部
事
務
組
合

へ
の
繰
り
出
し
に
よ
っ
て
一
・
七
億
円

余
増
加
し
て
い
ま
す
。

三
、
平
成
十
九
年
度
の

主
な
施
策
や
事
業

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
明
る
い

未
来
を
創
造
す
る
た
め
に
、
各
種
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

�

住
ま
い
の
基
盤
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
＊
＊

印
）
に
よ
る
道
路
、
河
川
や
排
水
施
設

事
業
な
ど
懸
案
の
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。

①
道
路
事
業

＊
＊
二
五
号
線
老
門
橋
架
橋
（
工
事
）、

消
防
署
ア
ク
セ
ス
道
路
（
設
計
）

＊
一
二
号
線
道
路
舗
装
（
工
事
）

②
河
川
・
排
水
事
業

＊
＊
地
蔵
川
改
修
事
業
（
工
事
）、八
丁

野
地
区
排
水
事
業
（
工
事
）、ポ
ン
プ
場

改
修
事
業
（
老
門
・
中
央：

設
計
）、今

切
川
水
辺
プ
ラ
ザ
（
設
計
）

③
下
水
（
道
）
事
業

＊
公
共
下
水
道
管
布
設
（
工
事
）、合
併

浄
化
槽
の
推
進
（
一
一
〇
台
）

④
上
水
（
道
）
事
業

＊
石
綿
管
改
良
事
業

一
一
号
線（
工
事
）、六
六
六
号
線（
工

事
）、高
房
〜
中
村
線
（
設
計
）、江
尻
〜

鯛
浜
線
（
設
計
）

＊
浄
水
場
施
設

取
水
塔
／
橋
塗
装
（
設
計
施
工
）

�

地
球
に
優
し
く
美
し
い
町
づ
く
り
、

そ
し
て
、
財
政
に
も
や
さ
し
い

町
づ
く
り

①
ご
み
対
策：

四
Ｒ
運
動
の
推
進

ご
み
排
出
量
が
再
度
増
加
に
転
じ
て

い
ま
す
。
特
に
、
可
燃
ご
み
の
減
量
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
第
二
次
ご
み
戦

争
（
減
量
化
）
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
第
三
次
ご
み
戦
争

（
有
料
化
）
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
分

別
・
収
集
の
徹
底
と
共
に
減
量
が
必
須

で
す
。
特
に
、
事
業
系
ご
み
に
関
し
、

排
出
事
業
者
及
び
収
集
業
者
と
の
協
働

が
不
可
欠
で
す
。

�
町
民
、
各
種
団
体
や
事
業
系
業
者
な

ど
と
の
協
働

②
環
境
美
化
・
監
視
運
動

環
境
改
善
の
逆
戻
り
現
象
が
指
摘
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
ポ
イ
捨
て
ふ
ん
害
防
止

条
例
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

③
地
域
づ
く
り：

お
任
せ
事
業
と
住
民

活
動
推
進
条
例
活
動

花
や
緑
の
お
任
せ
事
業
、
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
の
お
任
せ
事
業
、
各
種
エ
コ
活

動
な
ど
住
民
活
動
推
進
条
例
（
住
活
）

に
よ
る
支
援
や
イ
ベ
ン
ト
化
に
よ
る
定

着
化
を
支
援
し
ま
す
。

＊
花
や
緑
の
お
任
せ
事
業
の
推
進

�
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア：

「
花
づ
く

り
を
楽
し
も
う
」

�
菊
花
展：

一
鉢
出
品
コ
ー
ナ
ー
「
苗

を
育
て
、
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん

か
」

�
公
共
地
の
「
モ
デ
ル
花
づ
く
り
」
活

動：

北
公
園
な
ど

�
空
き
地
活
用
の
花
づ
く
り
の
推
進：

コ
ス
モ
ス
・
ミ
ニ
ひ
ま
わ
り

＊
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
の
お
任
せ
事
業

ア
ド
プ
ト
事
業
、
地
域
お
掃
除
ク
ラ

ブ
活
動
、
町
内
一
斉
清
掃
活
動
の
推
進

＊
エ
コ
活
動
の
推
進

エ
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
エ
コ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
（
商
工
活
性
化
）

④
徳
島
東
部
臨
海
処
分
場
（
平
成
十
九

年
四
月
供
用
開
始
）

�

災
害
に
強
い
町
づ
く
り

①
災
害
予
防
活
動
の
推
進

＊
防
災
活
動

職
員
・
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
研
修
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
な
ど
救
命
講
習
会
、
地
域
防
災
講

習
会
の
推
進
。
河
川
水
位
情
報
・
雨
量

情
報
（
国
交
省
）
の
活
用
研
究
。

＊
自
主
防
災
力
の
向
上

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
個
別
受
信
機
、
携
帯
電

話
の
活
用
推
進
。
自
助
共
助
思
想
の
啓

発
、
緊
急
用
給
水
袋
や
防
災
備
品
支
援
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
の
推
進
。

「
防
災
の
日
（
九
月
二
一
日
）」運
動
。

②
災
害
対
策
（
地
震
・
洪
水
）

＊
個
人
木
造
住
宅
耐
震
診
断
と
改
修

＊
公
共
施
設
の
耐
震
化

�
北
島
幼
稚
園
・
北
幼
稚
園
（
耐
震
診

断
）
と
北
島
小
学
校
・
保
育
所
（
二
次

診
断
）

�
中
学
校
校
舎
改
築
（
地
質
調
査
と
基

本
設
計
）

�
庁
舎
耐
震
改
修
（
実
施
設
計
）

＊
防
災
対
策

庁
舎
消
防
用
ポ
ン
プ
（
改
修
）、中
学

校
体
育
館
屋
根
（
改
修
）。

�

次
世
代
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り

①
子
育
て
支
援

＊
預
か
り
支
援

延
長
保
育
（
七
時
―
一
九
時
）
と
幼

稚
園
・
児
童
館
午
後
預
か
り
の
継
続

＊
在
宅
親
子
の
子
育
て
支
援

「
ペ
ア
ネ
ッ
ト
さ
く
ら
」
活
動

＊
食
育
活
動

日
本
型
食
生
活
を
体
験
す
る
地
産
地

消
の
献
立
づ
く
り
や
食
農
体
験
活
動
。

＊
手
当
て

児
童
手
当
の
拡
大
（
小
学
校
六
年
生

ま
で
）
と
乳
幼
児
加
算
（
三
歳
ま
で
）

②
学
ぶ
機
会
支
援

総
合
学
習
の
支
援
（
児
童
と
協
働
）

や
中
学
生
国
際
交
流
研
修
事
業
な
ど
。

�

健
康
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り

健
康
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
健
康
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り
」
が
モ

ッ
ト
ー
で
す
。

特
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

介
護
保
険
制
度
や
自
立
支
援
制
度
の
確

立
は
最
重
要
課
題
で
す
。
明
る
く
活
力

あ
る
高
齢
化
社
会
の
構
築
に
向
け
、
予

防
重
視
型
活
動
に
取
り
組
み
、
貯
筋
活

動
に
よ
る
自
立
を
支
援
し
ま
す
。

①
健
康
づ
く
り：

介
護
予
防
事
業

＊
健
康
づ
く
り：

介
護
予
防
活
動

運
動
の
楽
し
さ
体
験
コ
ー
ス
（
生
き

が
い
教
室
、
初
め
て
の
体
操
教
室
）、ま

す
ま
す
元
気
な
貯
筋
コ
ー
ス
（
い
き
い

き
教
室：

参
加
者
の
健
康
増
進
デ
ー
タ

が
豊
富
）、ゆ
っ
く
り
貯
筋
コ
ー
ス
（
太

（３） 町報２００７．４



極
拳
教
室
）、い
つ
で
も
で
き
る
運
動
コ

ー
ス
（
歩
け
歩
け
運
動
）。

＊
地
域
ス
ポ
ー
ツ

三
世
代
で
楽
し
む
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
参
入
機
会
や
目
標
づ

く
り
を
支
援
や
北
島
町
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

活
動
。

②
健
康
予
防

＊
生
活
習
慣
病
予
防
事
業

生
活
習
慣
病
は
「
隠
れ
た
殺
人
鬼
」

で
あ
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
蝕
ま

れ
、
働
き
盛
り
の
突
然
死
や
高
齢
者
の

余
病
を
誘
発
し
ま
す
。
特
に
、
内
臓
脂

肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
）
は
無
視
さ
れ
が
ち
な
初
期
症
状

で
す
。
こ
の
予
防
と
改
善
が
重
要
課
題

で
す
。

＊
健
康
診
断

健
康
づ
く
り
の
基
本
は
早
期
発
見
・

早
期
対
策
で
あ
り
、
健
康
診
断
受
診
が

第
一
歩
で
す
。
健
診
受
診
率
の
向
上
に

努
め
、
そ
し
て
、
健
診
デ
ー
タ
か
ら
対

象
者
を
抽
出
し
、
国
保
事
業
の
運
動
指

導
や
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
活
動
に
取

り
組
む
。

＊
健
康
づ
く
り
応
援
隊
中
央
学
習
会

③
母
子
保
健
支
援

＊
乳
幼
児
医
療
費
助
成
拡
充
（
七
歳
未

満
ま
で
）。

＊
乳
幼
児
子
育
て
支
援

乳
幼
児
の
健
診
受
診
率
向
上
・
子
育

て
広
場
活
動
・
家
庭
訪
問
に
よ
る
相
談

活
動
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
と
共

に
、
「
孤
立
防
止
や
児
童
虐
待
防
止
」

事
業
と
し
て
、
生
後
四
ヶ
月
未
満
の
乳

児
家
庭
全
戸
を
訪
問
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
。

＊
「
ド
キ
ド
キ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
活
動

「
朝
食
を
食
べ
な
い
」「
お
や
つ
の
た

べ
す
ぎ
」「
偏
食
」
な
ど
の
改
善
に
向
け
、

食
の
大
切
さ
の
啓
発
の
た
め
に
、「
朝
ご

は
ん
を
食
べ
よ
う
」「
手
づ
く
り
を
楽
し

も
う
」
な
ど
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
。

④
障
害
者
地
域
支
援

＊
障
害
者
自
立
支
援
法
に
関
わ
る
地
域

生
活
支
援
の
広
域
活
動

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
す

み
れ
あ
い
ず
み
作
業
所
）、相
談
事
業

（
こ
と
じ
）
な
ど
。

＊
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ「
そ
よ
か
ぜ
会
」、

就
労
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
わ
ー
く
わ

く
」、精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ラ
ブ

ハ
ン
ズ
」、保
健
所
や
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
実
施
。

＊
地
域
生
活
支
援

自
立
支
援
施
行
に
伴
う
法
人
化
し
き

れ
な
い
地
域
支
援
活
動
を
サ
ポ
ー
ト：

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
小
規
模
作
業
場

「
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
」。

�

文
化
の
基
盤
づ
く
り

国
文
祭
と
く
し
ま
二
〇
〇
七
が
開
催

（
十
月
）
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
、
全

国
各
地
か
ら
素
晴
ら
し
い
ダ
ン
サ
ー
を

お
迎
え
す
る
「
社
交
ダ
ン
ス
競
技
会
」

と
障
害
者
に
関
わ
る
全
国
初
の
催
し
で

あ
る
「
点
字
文
化
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
北
島
町
情
報
発
信
基
地：

図

書
館
・
創
世
ホ
ー
ル
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

�

協
働
事
業
の
数
々

本
年
度
も
協
働
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
ま
す
。

①
住
民
活
動
推
進
条
例
に
よ
る
住
民
活

動
花
や
緑
の
お
任
せ
事
業
、
ア
ド
プ
ト

活
動
、
防
災
活
動
、
環
境
保
全
活
動
、

環
境
美
化
監
視
活
動
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
活
動
、
Ｅ
Ｍ
活
動
や
地
産
地
消
活

動
な
ど
な
ど
、
数
多
く
の
住
民
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

②
各
種
活
動
の
イ
ベ
ン
ト
化
・
定
着
化

を
支
援

�

行
政
の
基
盤
づ
く
り

①
行
政
シ
ス
テ
ム
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス

固
定
資
産
税
評
価
替
え
シ
ス
テ
ム
や

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
、
住
基

カ
ー
ド
の
多
目
的
活
用
の
事
例
研
究
、

そ
し
て
、
人
事
評
価
制
度
の
導
入
研
究

に
取
り
組
み
。

②
個
人
情
報
保
護
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

個
人
情
報
保
護
に
関
わ
る
取
り
組
み

や
啓
発
活
動
を
推
進
。

�

経
費
節
減
な
ど

①
経
費
削
減

＊
町
長
、
助
役
、
教
育
長
の
給
与
カ
ッ

ト
の
継
続
。

＊
省
エ
ネ
、
省
資
源
活
動：

地
球
に
優

し
く
、
財
政
に
も
優
し
い
運
動
の
継
続

も
う
二
枚
の
シ
ャ
ツ
、
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
、
ノ
ー
マ
ン
ノ
ー
ラ
イ
ト
、
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
デ
イ
、
ノ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
（
階

段
）
な
ど
各
種
運
動
の
継
続
。

「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
活
動
の
展
開

な
ど
。

②
自
主
財
源
の
確
保

＊
滞
納
整
理
推
進
の
強
化

徳
島
県
滞
納
整
理
機
構
に
加
入
し
滞

納
整
理
を
強
化
推
進
し
、徴
収
実
績（
一

月
末
四
八
％
）
を
改
善
し
た
。
本
年
度

も
、
本
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

県
徴
収
員
の
派
遣
を
受
け
入
れ
町
の
徴

収
体
制
の
強
化
を
図
る
。

＊
広
告
収
入
の
活
用
な
ど
。

＊
土
地
（
法
定
外
公
共
物
）
の
処
分
促

進③
管
財
業
務
の
集
約
の
更
な
る
推
進

一
般
競
争
入
札
の
推
進
な
ど
。

�

各
種
計
画
や
制
度
の
行
方

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

現
在
の
老
人
保
健
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
七
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」（
平

成
二
十
年
四
月
）
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
内
全
市
町
村
加
入
の
広

域
連
合
（
平
成
十
九
年
二
月
）
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

②
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
事

業
計
画
書
の
作
成

平
成
二
十
年
か
ら
義
務
化
さ
れ
る

「
四
〇
以
上
七
五
歳
以
下
の
被
保
険
者

・
扶
養
者
を
対
象
と
し
た
健
診
」
及
び

健
康
指
導
に
向
け
、
平
成
十
九
年
度
に

事
業
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
本
県
の

糖
尿
病
率
ワ
ー
ス
ト
群
脱
却
が
課
題
で

す
。

③
入
札
契
約
制
度
の
行
方

一
般
競
争
入
札
導
入
が
全
国
的
な
議

題
で
す
。
こ
れ
に
関
し
、
小
規
模
・
非

技
術
品
に
関
わ
る
契
約
や
入
札
の
「
一

般
化
」
な
ど
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

④
自
立
支
援
法
の
行
方

大
混
乱
を
招
い
た
自
立
支
援
法
の
施

行
。
県
内
で
も
半
数
の
団
体
が
「
自
立

支
援
活
動
」
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
、
法
人
化
し
き
れ
て
い
な
い
団

体
に
対
し
て
県
の
支
援
（
平
成
二
十
年

ま
で
）
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に

対
応
し
、
「
北
島
町
障
害
者
基
本
計
画

及
び
障
害
者
福
祉
計
画
（
原
案
）」を
策

定
中
で
す
。

⑤
専
門
的
人
材
登
録
制
と
そ
の
活
用

行
政
の
効
率
化
、
選
択
と
集
中
が
不

可
欠
で
す
。
こ
れ
を
乗
り
切
る
チ
エ
を

備
え
た
人
材
の
育
成
、
確
保
が
求
め
ら

れ
、
今
後
展
開
す
る
事
業
分
野
に
関
す

る
技
術
（
土
木
建
設
、
建
築
、
機
械
、

電
気
、
環
境
な
ど
な
ど
）
や
保
健
・
福

祉
・
社
会
体
育
、
健
康
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
な
ど
の
専
門
的
経
験
や
資
格
を

も
つ
人
材
を
要
し
ま
す
。

⑥
条
例
・
規
制
・
要
綱
の
見
直
し

四
、
今
後
の
課
題

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
、

多
大
の
改
善
効
果
が
出
て
お
り
、
増
え

続
け
て
き
た
町
債
残
高
が
縮
減
に
転
じ
、

ま
た
、
取
り
崩
し
続
け
た
基
金
に
歯
止

め
を
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
位
一

体
改
革
に
伴
う
国
か
ら
の
税
源
移
譲
が

不
確
定
で
あ
り
、
前
方
に
濃
霧
の
如
く

垂
れ
込
め
て
い
ま
す
。
夕
張
市
の
財
政

再
建
の
厳
し
さ
を
見
る
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
か
ら
は
、
「
国
任
せ
、
国
頼
り
行

政
」
か
ら
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
地
方
力
を
育
成
し
つ
つ
、
二
一
世

紀
型
の
政
治
や
行
政
の
確
立
に
向
け
努

め
る
所
存
で
す
。

い
よ
い
よ
公
共
施
設
の
耐
震
化
（
中

学
校
改
築
、
三
小
学
校
や
庁
舎
な
ど
の

耐
震
化
補
強
）
な
ど
大
規
模
投
資
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
た
め
に
も
、

行
政
の
効
率
化
が
不
可
欠
で
す
。

そ
し
て
、
ま
だ
多
く
の
「
歴
年
の
課

題
」
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
一
つ
一
つ

を
解
決
し
、
「
次
世
代
に
負
の
遺
産
を

残
さ
ぬ
よ
う
！
」
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、
行
財
政
改
革
大
綱
（
素

案
）
を
基
に
、
よ
り
一
層
の
コ
ス
ト
縮

減
と
職
員
の
育
成
や
意
識
改
革
に
努
め
、

そ
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（４）町報２００７．４



7 0 歳未満の被保険者 

入院医療機関 

国民健康保険  

①「限度額適用認定証」

の交付申請 

③「限度額適用認定証」を提示することにより、

「自己負担限度額」までを支払う。 

②「限度額適用認定証」

の交付 

公文書公開の実施状況について、下記のとおりその概

要を公表いたします。

◇期 間 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日

◇公開請求の件数 ６件

◇請求の内容

１．過去５年間の町税の税目別滞納繰越額

２．平成１８年 �ハ 第４３７号訴訟に係る弁護士着手金額
３．平成１７年度発注の下水道工事に係る開札結果調書

４．平成１３年度から同１７年度の町税の税目別、年度別の

収入未済額及び同１１年度、同１２年度の各年度別不納

欠損額

５．北島町○○番地の住宅に対する浄化槽設置補助金額

及び浄化槽整備事業補助金交付要綱

６．北島町○○番地の土地の鑑定評価書及び同所の土地

売買契約書

◇公開決定等の件数 公開 ４件 部分公開 ２件

北
島
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
は

四
月
二
十
二
日
�
で
す
。

北
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

《
投
票
日
と
投
票
時
間
》

投
票
日
▼
平
成
十
九
年
四
月
二
十
二
日
�

投
票
時
間
▼
午
前
七
時
〜
午
後
八
時

《
投
票
所
》

第
一
投
票
所
▼
南
小
学
校
体
育
館

第
二
投
票
所
▼
西
高
房
老
人
憩
の
家

第
三
投
票
所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

第
四
投
票
所
▼
北
小
学
校
体
育
館

第
五
投
票
所
▼
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
老
人
憩
の

家

第
六
投
票
所
▼
北
島
南
老
人
憩
の
家

《
持
参
す
る
も
の
》

投
票
所
入
場
券
（
必
ず
開
封
し
、
各
人
ご

と
に
切
り
離
し
て
、
記
載
さ
れ
た
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

《
期
日
前
投
票
》

投
票
日
に
職
務
や
旅
行
、
病
気
等
で
投
票

に
行
け
な
い
人
は
、
次
の
と
お
り
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
入
場
券
（
な
く
て
も
投

票
で
き
ま
す
）を
持
参
し
て
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
平
成
十
九
年
四
月
十
八
日
�
〜
四
月

二
十
一
日
�

時
間
▼
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
八
時

場
所
▼
庁
舎
六
階
修
養
室

平平成成１１８８年年度度公公文文書書公公開開のの実実施施
状状況況 北北島島町町総総務務課課

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
七
〇
歳
未
満
の
方
の

高
額
療
養
費
の
現
物
給
付
化
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
は
、
医
療
機
関
へ
自
己
負
担

分
の
支
払
い
を
し
た
後
、
国
民
健
康
保
険
へ

申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
負
担
限
度

額
を
超
え
た
金
額
が
健
康
保
険
か
ら
後
日
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
七
〇
歳
未

満
の
方
が
入
院
し
た
場
合
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受

け
て
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
機
関
へ
の
支
払
額
が
「
自
己
負
担
限
度

額
」
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

※
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
の
う
ち
、
保

険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
請
求
分
に

つ
い
て
は
、
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
現
物
給
付
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
の
利
用
に
は
、
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
国
民
健
康
保
険

に
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
交
付
で
き
る

対
象
者
は
、
申
請
時
に
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
い
世
帯
の
七
〇
歳
未
満
の
被
保
険

者
で
す
。

ま
た
、
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
交
付

し
た
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
生

じ
た
場
合
は
、
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

返
還
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

一
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

二
、
印
鑑

●
手
続
の
流
れ

お
問
い
合
わ
せ

北
島
町
保
険
福
祉
課

国
保
係

（
�
六
九
八
―
九
八
〇
五
）

（５） 町報２００７．４



年金制度改正 平成19年4月から実施される
改正内容
平成19年4月から実施される
改正内容

離婚時の厚生年金の分割制度

　離婚時の厚生年金の分割制度は、平成19年4月1日以後に離婚等をした場合において、離婚等をした当事者間の
合意又は裁判手続により分割割合を定めたときに、その当事者の一方からの請求によって、婚姻期間中の保険料納
付記録を当事者間で分割することができる制度です。
●平成19年4月1日以後に、離婚した場合又は事実婚関係が解消したと認められる場合に、請求することができます。
●分割割合については、当事者間での話し合いにより定めることになりますが、当事者間で合意に至らない場合、当事
者の一方が家庭裁判所に対して申立てをし、裁判手続きによって定めることができます。
●保険料納付記録とは、厚生年金保険料の算定の基礎となって標準報酬（標準報酬月額と標準賞与額）のことをいい
ます。
●保険料納付記録の分割は、当事者それぞれの対象期間の保険料納付記録を現在価値に換算した額の総額（対象期
間標準報酬総額）を算定して、その額の多い方から少ない方に対して保険料納付記録の一部を分割するものです。
●分割の請求については、請求期限が定められております。例えば、離婚した場合は、原則として、離婚した日の翌日
から起算して2年を経過したときは、請求することができません。
●あらかじめ分割のための分割割合を決めるために必要な情報を把握しておきたい場合は、離婚時の分割後の年金
見込み額等の情報を請求することができます。

65歳以降の老齢厚生年金の繰下げ制度

　平成12年改正で60歳台後半の在職老齢年金の制度が導入されたことから、老齢厚生年金の繰下げ支給の制度が
廃止されましたが、今後は高齢者の就労が進むことから、改めて支給開始年齢の繰下げが行えるようになります。
　老齢厚生年金の受給権を有する方で、66歳に達する前に老齢厚生年金の請求をしていなければ、支給の繰下げを
申し出ることができます。
　ただし、65歳に達したときに老齢厚生年金を除く他の年金給付の受給権者であった場合や、66歳に達するまでの間
に老齢給付を除く他の年金給付の受給権者となった場合は、支給の繰下げを申し出ることはできません。
　繰下げ加算額は、老齢厚生年金の受給権を取得した日の属する月の前月までの被保険者期間を基礎にして計算し
た老齢厚生年金の額と、在職老齢年金により支給調整された後の額を勘案して、政令で定める額となります。
　なお、施行日前に老齢厚生年金の受給権を有している方は対象となりません。

70歳以上の被用者の老齢厚生年金の給付調整

　70歳以上で在職している方に、現行の60歳台後半の在職老齢年金の仕組みが適用されます。総報酬月額相当額と
老齢厚生年金基本月額の合計が48万円を超えた場合、超えた額の1／2相当額について、老齢厚生年金が支給停止
されます。
　ただし、厚生年金保険料の負担はありません。
　なお、施行日において70歳以上の方（昭和12年4月1日以前生まれの方）は、適用されません。

遺族厚生年金の見直し

●65歳以上の遺族配偶者の年金は、自身の納めた老齢厚生年金が全額支給される仕組みとなります。
●子のいない30歳未満の妻への遺族厚生年金は5年間の有期給付となります。
●中高齢寡婦加算の支給対象が、夫の死別時に40歳以上の妻となります。

受給権者の申出による支給停止

年金受給権者が、自らの申出により、年金を全額支給停止する措置を受けることができる仕組みです。なお、年金の支
給停止解除は、自らの意思により将来に向かっていつでも可能です。

（６）町報２００７．４



学生の皆さん！「学生納付特例制度」をご存知ですか?学生の皆さん！「学生納付特例制度」をご存知ですか?

特別障害給付金の請求はお済みですか?特別障害給付金の請求はお済みですか?

　国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。
　しかし、国民年金保険料を納めることが困難な学生には、本人の前年の所得が一定額以下の場合、保険料に
納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
■対象となる学生
 大学（大学院）･短大･高等学校･高等専門学校･専修学校および各種学校（知事の認可を受けている学校で修
業年限が１年以上である課程）に在学する20歳以上の学生で、学生本人の前年の所得が118万円以下である
とき。
■手続き
 在学証明または学生証の写し、年金手帳、印鑑をお持ちになり、住民登録をしている市町村役場国民年金担
当窓口で申請してください。（毎年申告が必要です。）
■承認を受けた期間
 学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事故にあった場合には、障害基礎年金または遺族基礎年金
を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期間に算入されますが、老齢
基礎年金の年金額には反映されません。
■保険料の追納制度
 承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくなります。このた
め、これらの期間は10年以内であれば、あとから保険料を納付することができる「追納制度」があります。
なお、保険料の免除若しくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して3年度目以降に保険料を追納する場
合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ政令で定める額が加算されます。

 国民年金に任意加入していなかったことにより障害年金を受給していない障害者の方について、福祉的措置
として「特別障害給付金」が支給されます。この給付金は請求書を受付した月の翌月分からの支給となります
ので、請求手続きがお済みでない方は、お早めに請求書を提出してください。

また、特別障害給付金の対象者は
■平成3年3月以前の国民年金任意対象であった学生
■昭和61年3月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金や共済組合等に加入していた方の配偶者であっ
て、任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在、障害基礎年金の1･2級相当の障害の状態にある方。
ただし、65歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当する方に限られます。

北
島
町

国
民
健
康
保
険
保
健
事
業

健
康
体
操
教
室参

加
募
集
！

楽
し
く
生
活
す
る
こ
と
の
源
は
、

心
身
の
健
康
と
生
き
が
い
を
持
つ
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
体
力
チ

ェ
ッ
ク
か
ら
自
分
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ

ン
ト
を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た

体
操
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

①
い
き
い
き
エ
イ
ジ
ン
グ

体
操
教
室

生
活
を
楽
し
め
る
体
力
づ
く
り
を
、

お
友
達
と
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象
者
▼
六
十
五
歳
以
上
男
女

場

所
▼
北
島
町
役
場
七
階
大
ホ
ー
ル

時

間
▼
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

実
施
日
▼
四
月
十
九
日
、
二
十
六
日
、

五
月
十
日
、
十
七
日
、
二
十
四
日

②
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

体
操
教
室

う
し
ろ
姿
も
す
っ
き
り
と
、
い
つ

ま
で
も
若
々
し
く
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象
者
▼
四
十
歳
以
上
の
女
性

場

所
▼
北
島
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー

時

間
▼
九
時
三
十
分
〜
十
一
時

実
施
日
▼
四
月
二
十
日
、
二
十
七
日
、

五
月
十
一
日
、
十
八
日
、
二
十
五
日

（７） 町報２００７．４
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◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間

◎
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
当
時
）
は
、
昭
和
五
十
二
年
（
一

九
七
七
年
）
に
、
毎
年
五
月
十
二
日

を
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
す
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七

年
）
五
月
十
二
日
に
岡
山
県
済
世
顧

問
制
度
設
置
規
定
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
五
月

十
二
日
か
ら
始
ま
る
一
週
間
を
活
動

強
化
週
間
と
し
、
地
域
住
民
に
対
す

る
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

◎
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
そ
の
活

動
の
Ｐ
Ｒ
の
必
要
性

相
談
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
地

域
の
住
民
の
な
か
に
は
、
相
談
を
し

た
く
て
も
「
ど
こ
に
」
ま
た
「
誰
に
」

相
談
を
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
方
々
が
、
「
民
生
委
員

・
児
童
委
員
」
や
そ
の
活
動
を
知
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
相
談
支
援
に
結

び
つ
き
ま
す
。

地
域
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、
自
分
た
ち
と
そ
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
Ｐ
Ｒ
活

動
を
、
毎
年
五
月
十
二
日
の
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
を
中
心
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

北島町福祉手当の申請

こ
の
福
祉
手
当
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
本
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
、
引
き
続
き
一
年
以
上
居
住
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、入
院
・
入
所
者
は
該
当
し
な
い
）

◆
支
給
要
件

①
在
宅
身
体
障
害
者
（
児
）

障
害
の
程
度
が
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
身
体
障

害
者
手
帳
保
持
者

②
在
宅
知
的
障
害
者
（
児
）

知
能
指
数
５０
以
下

③
在
宅
ね
た
き
り
老
人

６５
歳
以
上
の
老
人
で
疾
病
又
は
負
傷
も
し
く
は

心
身
の
障
害
に
よ
り
、
引
き
続
き
一
カ
年
以
上

臥
床
し
食
事
、
入
浴
及
び
排
便
等
の
日
常
生
活

に
常
に
介
護
を
要
す
る
方
。

（
民
生
委
員
児
童
委
員
の
証
明
書
が
必
要
）

④
母
子
家
庭
又
は
準
母
子
家
庭
に
あ
る
１８
歳
未
満

の
児
童
、
生
徒

⑤
交
通
遺
児

１８
歳
未
満
の
児
童
、
生
徒

◆
こ
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
は
、
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
提
出
し
て
下

さ
い
。

一
、
申
請
締
切
日

平
成
１９
年
４
月
２０
日
�

二
、
申
請
場
所

北
島
町
役
場

民
生
児
童
課

三
、
支
給
予
定
日

平
成
１９
年
５
月
１
日
�

四
、
支
給
金
額

一
人

一
万
円

※
な
お
、
４
月
２０
日
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
後
の
申
請
に
つ
い
て
は
支
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
詳
細
に
つ
い
て
は
】

役
場
民
生
児
童
課
（
電
話
番
号
六
九
八
―
九
八

〇
二
）
ま
で

≪ ご み ニ ュ ー ス ≫
今月のごみ対策啓発標語優秀作品

「ちょっとまて すてるその手を ひろう手に」
北島南小 岡崎聡太郎

「すてないで 地球のためにも リサイクル」
北島南小 板東 祐依

～廃棄物の持ち去り禁止～
平成１９年４月１日より、「北島町廃棄物の処理及び清掃

に関する条例」が改正されます。
北島町一般廃棄物処理計画に従って家庭から排出された

廃棄物の所有権は、北島町に帰属します。何人もみだりに
持ち去ってはなりません。
北島町では、町民の皆様が分別してコンテナに出された

アルミ缶が持ち去られる事件が多発していました。せっか
く町民の皆様の水洗いや分別のご協力を得て、資源として
回収されるはずであった空き缶が、持ち去られることは許
されることではありません。金属類の売買価格が値上がり
する傾向にあるため、今後も持ち去り事件が起こる可能性
があります。
このたびの条例改正は、家庭から排出された廃棄物の所

有権は北島町にあることを明確にすることにより、持ち去

りを防止するものであります。
北島町は、「持続可能な資源循環型社会形成」を目指し、

今後とも再生資源物回収事業を推進しますので、町民の皆
様のご協力をよろしくお願いいたします。

①可燃ごみの月別収集量
３月
342t
?t

②プラスチック容器・包装類の月別収集量
３月
41t

70.4%
?t
?%

“決められた日・時・場所に、決められたごみを正しく出しましょう。”

２月
293t
297t

4t増

２月
35t

68.5%
３９t

69.9%

1.4%増

１月
348t
352t

4t増

１月
44t

73.1%
52t

64.1%

9.0%減

平成１７年度
平成１８年度

増減量

平成１７年度
再資源化率（％）
平成１８年度

再資源化率（％）

再資源化率の増減

（８）町報２００７．４



主催 北島町

１ 事業の目的

国際化の進む中で、これからの北島町を担う中学生

を海外に派遣し、国際的視野を広めるとともに訪問国

において各種の交流活動を行い、国際化時代にふさわ

しい人材を育てることを目的とする。

２ 派 遣 先 カナダ（バンクーバー）

３ 派遣時期 平成１９年８月１６日�～８月２３日�
４ 応募資格・条件

�町に在住する中学２～３年生、（既に本事業に参加
した生徒は除く）

�国際交流に積極的に意欲をもっている生徒
�心身ともに健康で海外研修・団体行動のできる生徒
５ 募集人員 １２名

６ 研修の概要

�生活体験学習（ホームステイ）
�バンクーバー都市見学等

７ 経 費

この事業実施に要する経費は、町と国際交流研修事

業基金から補助し、参加者負担額は、約１４０，０００円と

する。ただし、パスポート取得費用、任意保険料等個

人の責に帰する費用は個人負担とする。

８ 申込み・選考

�募集期間 平成１９年４月９日�～４月２０日�
平日８：３０～１７：００（時間厳守）

�選考方法 面接（英語で自己紹介）・作文（８００字程

度・日本語）

�選 考 日 平成１９年４月２７日� １５時 役場７F

９ 事前研修・説明会 平成１９年５月３０日�
１９時（実施予定）

１０ 事後報告 研修報告会及び研修報告書の提出

１１ 申込み・問い合わせ先

北島町教育委員会（	６９８－９８１２）

平平成成１１９９年年度度北北島島町町国国際際交交流流研研修修事事業業募募集集要要項項

脱脱
「「
ニニ
ーー
トト
」」
・・
「「
引引
きき
ここ
もも
りり
」」

厚厚
生生
労労
働働
省省
委委
託託
若若
者者
自自
立立
塾塾

四四
国国
説説
明明
会会
参参
加加
者者
募募
集集

ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り
と
い
っ
た

若
年
無
業
者
の
数
は
内
閣
府
の
推
計

で
八
十
五
万
人
に
も
上
る
と
さ
れ
、

社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

「
若
者
自
立
塾
」
と
は
引
き
こ
も

り
・
ニ
ー
ト
と
い
っ
た
若
者
の
就
労

を
目
的
と
し
、
合
宿
形
式
に
よ
る
集

団
生
活
の
中
で
、
生
活
訓
練
・
労
働

体
験
・
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
パ
ソ
コ

ン
講
座
等
を
行
い
ま
す（
三
ヵ
月
間
）。

生
活
の
基
本
力
・
他
人
と
の
関
わ
り

方
・
職
業
人
と
し
て
必
要
な
能
力
を

身
に
つ
け
、
社
会
に
出
る
た
め
の
自

信
と
意
欲
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
復
帰
へ
の
第
一
歩
を
若
者
自

立
塾
で
始
め
ま
せ
ん
か
。

●
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ
●

☆
説
明
会
の
内
容



プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
の
説
明



活
動
紹
介
（
ス
ラ
イ
ド
映
写
）



修
了
生
の
感
想



個
別
相
談
、
個
別
質
問



希
望
者
に
は
心
理
適
性
検
査

☆
日
時
（
毎
月
隔
週
日
曜
日
実
施
）



平
成
十
九
年
四
月
二
十
二
日
�



平
成
十
九
年
五
月
十
三
日
�



平
成
十
九
年
五
月
二
十
七
日
�

全
日
午
後
一
時
三
十
分
〜
一
時
間
程

☆
説
明
会
会
場



若
者
自
立
塾
四
国
運
営
本
部

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
猪
熊
一
一
八

―
一
（
四
国
進
学
会
内
東
館
二
階
）

☆
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み



電
話
六
九
二
―
〇
七
一
三

（
受
付

月
〜
土

午
前
十
時
〜
午

後
八
時
ま
で
）

以
外
の
時
間
帯
は
〇
九
〇
―
五
七
一

三
―
一
七
二
一
（
横
山
ま
で

説
明

会
当
日
受
付
可
）

http
://shikoshin.com

/

か
ら

詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
説
明
会
の
参
加
者
は
保
護
者
の
方

だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

手手
話話
奉奉
仕仕
員員
・・
通通
訳訳
者者
派派
遣遣
事事
業業

ごご
利利
用用
にに
つつ
いい
てて
のの
おお
知知
らら
せせ

平
成
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
、
町

か
ら
の
委
託
に
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー

に
て
、
手
話
奉
仕
員
・
通
訳
者
派
遣

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
ま
し
て
、
利

用
手
続
き
が
左
記
の
と
お
り
、
変
更

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

対

象

者

北
島
町
に
在
住
の
聴
覚

障
害
者
の
方

受
付
時
間

平
日
（
月
曜
日
〜
金
曜

日
）
八
時
三
十
分
〜
十
七
時
三
十
分

※
緊
急
（
事
故
・
急
病
等
）
の
場
合

は
、
時
間
外
、
土
日
祝
日
で
も
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
メ
ー

ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
で

当
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
、
お
申
し
込
み
は
希
望
日
の

三
日
前
ま
で
に
当
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣

依
頼
書
を
送
付
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人

凌
雲
福
祉
会

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

凌
雲

板
野
郡
藍
住
町
矢
上
字
安
任
五
六
ノ

五Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
八（
六
九
二
）六
七
七
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
八（
六
九
三
）一
一
一
七

ryoun

―shuw
a@
docom

o.ne.jp

（９） 町報２００７．４



き
た
じ
ま
１７
号

生
涯
学
習
の
ス
ス
メ

生
涯
学
習
と
聞
い
て
ま
ず
思
い
浮

か
ぶ
の
は
、
趣
味
・
教
養
に
関
す
る

活
動
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
が
生
涯
学

習
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
生
涯
学
習
と
は
「
生
活

や
職
業
能
力
の
向
上
、
自
己
の
充
実

を
目
指
し
て
、
各
人
が
自
発
的
意
志

に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て
、
自
己

に
適
し
た
手
段
・
方
法
を
選
ん
で
、

生
涯
を
通
じ
て
行
う
も
の
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
点
は
、
「
自
発
性
、
選
択

性
、
年
齢
を
問
わ
な
い
こ
と
」
で
あ

り
、生
き
て
い
る
間
に
行
わ
れ
る「
学

び
」
は
す
べ
て
生
涯
学
習
と
い
え
る

の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
読
書
を

し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
み
た
り
す
る
こ

と
も
生
涯
学
習
の
一
つ
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
だ
れ
か
に
言
わ
れ
て
行
う
」
の

で
は
な
く
自
発
的
に
行
う
「
楽
し
い

学
び
」
は
学
び
の
友
を
得
る
「
出
会

い
の
場
」
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

北
島
町
に
は
生
涯
学
習
講
座
と
し

て
一
年
を
通
じ
て
活
動
を
続
け
て
い

る
次
の
三
つ
の
講
座
が
あ
り
ま
す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

毎
週
月
曜
日

十
九
時
〜
二
十
一
時

総
合
庁
舎

六
階
大
会
議
室

②
シ
ル
バ
ー
講
座

毎
週
木
曜
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

総
合
庁
舎

七
階
大
ホ
ー
ル

③
さ
わ
や
か「
羽
衣
体
操
」レ
デ
ィ
ー
ス

毎
週
金
曜
日

九
時
三
十
分
〜
十
一
時

町
民
体
育
セ
ン
タ
ー

そ
れ
で
は
生
涯
学
習
を
実
践
し
て

い
る
講
師
と
受
講
生
の
方
の
声
を
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
講
師

「
興
味
の
あ
る
手
話
を
！
」

講
師
代
表

梅
川

正
明

今
年
二
月
に
あ
る
子
ど
も
会
か
ら

講
師
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め

て
「
手
話
」
に
触
れ
る
子
ど
も
達
に

も
わ
か
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧

に
教
え
て
い
き
ま
し
た
。
次
に
歌
を

手
話
で
表
す
「
手
話
コ
ー
ラ
ス
」
を

勉
強
し
ま
し
た
。曲
目
は「
一
週
間
」

で
す
。
手
話
コ
ー
ラ
ス
の
手
話
は
、

挨
拶
な
ど
の
手
話
表
現
に
比
べ
て
、

歌
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
切
と
な
る
の
で

指
導
す
る
の
が
と
て
も
難
し
か
っ
た

で
す
。
で
も
子
ど
も
達
は
手
話
を
覚

え
る
の
が
早
く
、
上
手
に
表
現
し
て

く
れ
る
の
で
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
一
緒
に
練
習
で
き
る
時
間
が

短
く
教
え
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、

真
剣
に
私
の
手
話
を
見
て
覚
え
て
く

れ
る
の
で
教
え
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

時
間
が
短
か
っ
た
の
が
、
少
々
心
残

り
で
す
。

多
く
の
町
民
の
方
々
、
福
祉
に
興

味
の
あ
る
方
、
特
に
福
祉
関
係
の
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
る
方
に
は
ぜ
ひ
手

話
サ
ー
ク
ル
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
手
話
を
学
ん
で
い
く

中
で
聴
覚
障
害
者
の
生
活
に
触
れ
、

ど
ん
な
に
不
便
で
何
を
必
要
と
し
て

い
る
か
な
ど
身
近
な
問
題
点
を
共
に

考
え
、
お
互
い
に
視
野
を
広
げ
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

毎
週
月
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら
九

時
ま
で
庁
舎
六
階
で
手
話
を
し
て
い

ま
す
。
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
一
緒
に
手
話
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
生

「
聴
覚
障
害
者
と
私
」

北
島
小
学
校
六
年

大
栗

美
穂

私
が
手
話
を
習
い
始
め
た
の
は
幼

稚
園
の
一
月
か
ら
で
す
。
手
話
を
始

め
た
ば
か
り
の
頃
は
、
な
か
な
か
思

う
と
お
り
に
指
が
動
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

最
初
に
小
さ
な
手
で
一
生
懸
命

「
指
文
字
五
十
音
」
の
勉
強
を
し
ま

し
た
。
先
生
と
指
文
字
で
し
り
と
り

な
ど
を
し
て
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。

二
年
生
に
な
る
と
指
文
字
は
も
う

完
璧
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
次
に

手
話
で
文
章
を
表
す
勉
強
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
時
は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
に
と
っ
て
手
話
と
は
、
聴
覚
障

害
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ

と
思
い
ま
す
。
改
め
て
考
え
る
と
、

手
で
「
会
話
」
が
で
き
る
手
話
は
と

っ
て
も
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
二
月
に
行
わ
れ
た
生
涯
学

習
成
果
発
表
会
で
は
、
同
じ
小
学
生

の
意
見
発
表
の
手
話
通
訳
を
し
ま
し

た
。
通
訳
が
終
わ
る
と
先
生
が
「
上

手
だ
っ
た
よ
」
と
ほ
め
て
く
れ
、
と

て
も
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
手
話
を
習
い
続

け
て
聴
覚
障
害
者
の
た
め
に
役
立
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
シ
ル
バ
ー
講
座
・
さ
わ
や
か
「
羽

衣
体
操
」
レ
デ
ィ
ー
ス
講
師

「
私
も
あ
な
た
も
明
る
く

楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

健
康
運
動
指
導
士

武
市
美
津
子

今
年
の
冬
は
暖
か
く
、
冬
場
の
体

操
教
室
で
も
「
暑
い
ね
」
の
言
葉
が

行
き
交
っ
て
い
ま
し
た
。
気
温
が
高

い
と
少
し
の
運
動
で
も
汗
を
か
き
ま

す
が
、
そ
ん
な
時
あ
な
た
は
ど
の
よ

う
な
気
分
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

汗
を
流
す
こ
と
を
楽
し
み
幸
せ
な

気
分
で
あ
る
と
感
じ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
運
動
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
証

九鬼裕里くんの発表の手話通訳をする大栗美穂さん

（１０）町報２００７．４



拠
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
運
動

習
慣
の
あ
る
方
は
、
身
体
を
動
か
す

こ
と
で
自
身
の
筋
肉
や
血
管
の
働
き

を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

昨
年
、
十
七
年
ぶ
り
に
運
動
要
領

の
改
定
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

健
康
増
進
に
は
強
め
の
運
動
も
必
要

で
あ
る
と
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
私
は
現
在
、
楽
し
く
強
度
の
あ

る
体
操
（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）
の
創
作

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

何
を
す
る
に
し
て
も
楽
し
む
た
め

に
は
「
体
力
」
が
必
要
で
す
。
ま
た

友
だ
ち
と
交
わ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
の
学
習
が
生

き
る
力
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
れ
ら

は
人
と
し
て
生
活
を
し
て
ゆ
く
た
め

に
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

皆
様
も
一
緒
に
明
る
く
楽
し
く
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
！
華
齢
に
年
を
重
ね
て

ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

★
さ
わ
や
か
「
羽
衣
体
操
」
レ
デ
ィ

ー
ス
講
座
受
講
生

「『
感
謝
』の
エ
ー
ル
を
！
」

北

村
山
本

和
子

一
、
町
生
涯
学
習
推
進
で
大
樹
に

婦
人
会
母
体
の
教
室
か
ら
二
十
有

余
年
。
健
康
体
操
の
大
き
な
団
体
へ

変
身
し
ま
し
た
。
レ
デ
ィ
ー
ス
も
元

気
に
加
齢
。
心
の
健
康
も
交
流
の
中

で
養
わ
れ
ま
し
た
。
殊
に
生
涯
学
習

成
果
発
表
は
、
心
身
で
表
現
す
る
こ

と
の
楽
し
さ
・
仲
間
と
し
て
の
団
結

心
が
高
揚
す
る
場
で
す
。
終
え
た
後

の
喜
び
も
心
地
よ
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
健
康
体
操
実
施
の
扇
の

要
と
し
て
の
援
助
に
こ
こ
ろ
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
申
し
ま
す
。

二
、
指
導
者
に
恵
ま
れ
て

私
も
入
会
十
三
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
間
、
病
気
で
休
ま
れ
た
先

生
の
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
健

康
管
理
と
体
力
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
ら
れ
る
か
ら
で
す
ね
。
選
曲
は
抜

群
。
因
に
今
年
の
リ
ズ
ム
体
操
で
は

「
千
の
風
に
な
っ
て
」「
津
軽
」
が
印

象
的
で
し
た
。

「
辛
抱
強
い
ご
指
導
に
感
謝
し
ま

す
」

三
、
家
庭
の
支
援
あ
れ
ば
こ
そ

会
員
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
今

年
度
も
健
全
会
計
で
締
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
家
族
の
応
援
に
お

礼
申
し
ま
す
。

※
四
月
中
無
料
体
験
実
施
し
ま
す
。

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

★
シ
ル
バ
ー
講
座
受
講
生

「
元
気
で
美
し
く
輝
い
て
」

中

村
今
村
キ
ミ
子

我
が
町
の
四
季
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
シ
ル
バ
ー
譲
座
に
通
い
始
め
て
早

く
も
十
年
の
年
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

若
い
先
生
の
笑
顔
か
ら
パ
ワ
ー
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
週
一
度
の
健
康
体

操
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

ソ
フ
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
を
持
ち
指
先

を
動
か
す
こ
と
は
脳
の
活
性
化
に
、

椅
子
を
使
用
す
る
運
動
で
は
瞬
発
力

を
身
に
付
け
転
倒
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。
チ
ュ
ー
ブ
体
操
で
は
肩
甲
骨

を
鍛
え
血
流
促
進
す
る
こ
と
で
肩
こ

り
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
最
後
に
行
う

マ
ッ
ト
を
敷
い
て
の
運
動
は
腰
痛
や

膝
痛
の
予
防
に
な
り
ま
す
。
ま
た
軽

快
な
音
楽
に
乗
っ
て
行
う
全
身
体
操

は
心
が
弾
み
ま
す
し
、
無
理
を
せ
ず

自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
で
き
る
運

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
月
に
一
度
行
わ
れ
る
体
力
測

定
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
り

ま
す
し
、
仲
間
と
の
会
話
が
盛
り
上

が
る
ひ
と
時
で
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
「
元
気
で
美
し

く
輝
い
て
」
を
合
言
葉
に
わ
た
し
た

ち
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
他
、平
成
十
八
年
度
に
は「
教

養
講
座
（
風
鈴
の
絵
つ
け
）」や
「
は

じ
め
て
の
オ
カ
リ
ナ
講
座
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

【
は
じ
め
て
の
オ
カ
リ
ナ
】

こ
の
講
座
は
二
十
人
の
参
加
で
七

回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
森
見
美
子
先
生
か
ら
丁
寧
な

指
導
を
受
け
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
練
習
の
成
果
は
二
月
に
開
催
さ

れ
た
「
生
涯
学
習
成
果
発
表
会
」
で

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
オ
カ

リ
ナ
演
奏
に
合
わ
せ
た
歌
声
が
上
が

り
、
舞
台
と
会
場
が
一
つ
に
な
り
ま

し
た
。

生
涯
学
習
講
座
と
し
て
の
オ
カ
リ

ナ
講
座
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
今
回

の
受
講
生
有
志
に
よ
り
公
民
館
ク
ラ

ブ
と
し
て
活
動
が
継
続
さ
れ
る
予
定

で
す
。

【
教
養
講
座
「
風
鈴
の
絵
つ
け
」】

こ
の
講
座
は
三
十
四
人
の
参
加
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
北
島
洋

史
先
生
か
ら
丁
寧
な
指
導
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
作
品
が
仕
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作

品
は
十
月
に
開
催
さ
れ
た
町
文
化
祭

で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

北
島
町
で
は
一
人
ひ
と
り
が
学
ぶ

こ
と
で
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
同

時
に
み
ん
な
で
助
け
合
う
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ

ん
の
生
涯
学
習
を
応
援
し
ま
す
。

北
島
町
生
涯
学
習
推
進
会
議

北
島
町
教
育
委
員
会

�
六
九
八
―
九
八
一
二

成果発表会で「津軽」を披露するレディース受講生

「故郷」など４曲を披露しました

真剣な表情で絵つけに取り組む受講生
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乳
幼
児
の
定
期
予
防
接
種
の

広
域
化

平
成
十
九
年
度
か
ら
、
予
防
接
種

の
機
会
の
拡
大
を
図
り
円
滑
に
接
種

で
き
る
よ
う
、
徳
島
県
内
で
の
『
予

防
接
種
広
域
化
』
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、次
の
要
領
で
北
島

町
以
外
の
医
療
機
関
で
も
予
防
接
種

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
定
期
予
防
接
種
の
対
象
の

方
に
は
個
人
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

お
子
様
の
体
調
に
あ
わ
せ
て
お
受
け

下
さ
い
。

①
予
防
接
種
の
種
類

三
種
混
合
（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
）、
二
種
混

合
（
Ｄ
Ｔ
）、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
日

本
脳
炎

②
広
域
実
施
医
療
機
関

医
療
機
関
の
希
望
に
よ
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
各
医
療
機
関
ま
た
は

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
�
六
九
八
―

八
九
〇
九
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

＜

北
島
町
内
医
療
機
関＞

越
智
外
科
胃
腸
科
、
片
山
医
院
、
木

下
医
院
、
田
根
内
科
、
新
居
内
科
、

平
野
内
科
、
堀
口
整
形
外
科
、
山
田

外
科
内
科
、
山
本
内
科
胃
腸
科
、
吉

野
川
病
院
、
吉
田
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
い
の
も
と
眼
科
内
科
、
北
島

こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
健
生
き
た
じ

ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

健
康
づ
く
り
応
援
隊
メ
ン
バ

ー
大
募
集

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
四

期
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

健
康
に
関
心
が
あ
る
方
、
一
緒
に
地

域
の
健
康
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
方
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
学
習
し
、
み
ん
な
で
健
康
な

毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

『
健
康
づ
く
り
応
援
隊
と
は
』

二
年
間
の
任
期
で
、
月
一
回
の
中

央
学
習
会
に
参
加
し
、
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
参
加
し
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

＜

中
央
学
習
会
の
内
容＞

生
活
習
慣
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
・
食
事
や
運
動
に
つ
い

て
学
習
す
る
予
定
で
す
。
調
理
実
習

も
行
い
ま
す
。

○
申
し
込
み
先

北
島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
�

六
九
八
―
八
九
〇
九
）

○
申
込
締
切
り

平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日
�

○
定
員

四
十
名
（
男
女
・
年
齢
問
い
ま
せ

ん
。
誰
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
）

総
合
が
ん
検
診

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日

時

五
月
十
一
日
�

◎
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

八
時
三
十
分
〜
十
一
時
ま
で

五
月
十
二
日
�

◎
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

八
時
三
十
分
〜
十
一
時
ま
で

◎
乳
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

八
時
三
十
分
〜
十
四
時
ま
で

対

象

◎
胃
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

町
内
に
住
民
票
を
お
く
四
十
歳
以

上
の
方

◎
乳
が
ん
検
診

町
内
に
住
民
票
を
お
く
四
十
歳
以

上
で
、
十
八
年
度
未
受
診
の

方検
診
料

◎
胃
が
ん
検
診

五
百
円

◎
肺
が
ん
検
診

無
料

◎
乳
が
ん
検
診

千
円

胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ

る
方
は
、
前
日
の
二
十
一
時

以
降
の
飲
食
を
避
け
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
（
電
話
六
九
八

―
八
九
〇
九
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

北
島
北
公
園
運
動
場
周
辺
の
美
化

活
動
を
し
ま
す
。
除
草
作
業
、
種
ま

き
、
お
花
の
植
栽
等
を
行
な
っ
て
花

と
緑
い
っ
ぱ
い
の
北
公
園
に
し
ま
せ

ん
か
。

都
合
の
良
い
時
だ
け
の
参
加
も
歓

迎
し
ま
す
。

活
動
日

毎
週
火
曜
日

時

間

十
時
〜
十
二
時

年
会
費

千
円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
料
含
む
）

連
絡
先

六
九
八
―
四
二
六
七
（
岡
本
）

六
九
八
―
七
四
九
〇

（
北
公
園
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
釜
内
）

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

＜

中
央
学
習
会
の
日
程
表＞

緑黄色野菜を食べて丈夫な体をつくろう。

時間・場所

＜時間＞
９時３０分～１２時
頃まで
（調理実習があ
る場合、１３時頃
まで）

＜場所＞
保健相談センター
（学習会の内容
によっては、他
の場所で実施す
ることもありま
す）

日 程

６月２８日�

７月２６日�

８月２３日�

９月２７日�

１０月２５日�

１１月２２日�

１２月２０日�

１月３１日�

２月２８日�

３月２７日�

つ く り 方

①トマトは厚さ１�の輪切りにする。
②春巻きの皮を一枚広げ、セロリの葉、スライスチーズ、ハム、トマトの
順にのせて正方形に包む。巻き終わりは水少々つけて留める。

③オーブントースターの天板にアルミホイルを敷いて、②をのせ、うすく
サラダ油を塗る。３分ほど焼いて裏返し、同様に３分ほど焼いて、カリ
ッとするまで焼く。

＊セロリの葉の変わりに、青じそや水菜の葉でもよい

食塩
０．７g

食物繊維
０．７g

鉄
０．３mg

カルシウム
１０mg

炭水化物
１０．２g

脂質
７．６g

たんぱく質
７．１g

分量
１人分

１枚
２枚
１枚
２．３枚
１枚
適量

エネルギー
１４０Kcal

材 料

トマト
ハム（薄めのもの）
スライスチーズ
セロリの葉
春巻きの皮
サラダ油

献 立 名
トマトとチーズの包み焼き

献立

ト
マ
ト
と
チ
ー
ズ
の
包
み
焼
き

（１２）町報２００７．４
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北
島
町
少
年
柔
道
教
室

部
員
募
集

練
習
日

木
…
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

金
…
午
後
７
時
〜
９
時

土
…
午
後
６
時
〜
８
時

場

所

北
島
町
武
道
館

会

費

月
額
２
千
５
百
円

幼
稚
園
児
〜
６
年
生
ま
で
集
ま
れ
！

僕
は
、
小
学
２
年
生
の
夏
に
北
島

町
少
年
柔
道
教
室
に
入
部
し
ま
し
た
。

入
部
し
た
理
由
は
、
健
全
な
体
と

健
全
な
心
を
目
標
に
入
り
ま
し
た
。

入
部
し
て
１
年
ぐ
ら
い
は
、
楽
し

か
っ
た
ん
で
す
が
中
学
年
ご
ろ
か
ら

だ
ん
だ
ん
柔
道
教
室
に
通
う
の
が
い

や
に
な
り
、
い
く
度
も
や
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
で
も
最
後
ま
で
頑
張

れ
た
の
は
、
北
島
教
室
の
先
生
を
は

じ
め
部
員
の
仲
間
の
お
か
げ
で
す
。

ほ
ん
と
う
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
僕
が
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
６
年
生
の
夏

の
北
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
大
会
の
こ
と
で

す
。
み
ん
な
の
前
で
柔
道
の
か
た
を

し
ま
し
た
。
大
会
の
１
カ
月
前
か
ら

練
習
を
し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
、

な
か
な
か
か
た
が
覚
え
ら
れ
な
く
、

苦
労
し
ま
し
た
が
、
何
回
も
練
習
し

て
い
る
う
ち
に
上
手
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
み
ん
な
か
ら
た

く
さ
ん
の
拍
手
を
も
ら
い
僕
は
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。

北
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
大
会
で
は
、
お

し
く
も
準
優
勝
で
し
た
。
僕
は
、
少

し
ず
つ
自
信
が
つ
い
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
ん
な
僕

で
も
６
年
生
軽
量
級
で
鳴
門
市
体
育

大
会
や
阿
波
市
大
会
に
お
い
て
準
優

勝
に
な
り
ま
し
た
。

僕
を
こ
れ
ま
で
は
げ
ま
し
て
く
れ

た
、
先
生
、
先
輩
、
友
達
、
両
親
、

友
達
の
両
親
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

僕
と
柔
道

十
八
年
度

主
将里

見

賢
治

日
替
り
の
寒
暖
を
く
り
か
え
し
な

が
ら
も
新
し
い
季
節
の
鼓
動
が
感
じ

ら
れ
る
３
月
１５
日
�
、
平
成
１８
年
度

を
し
め
く
く
る
９
町
ふ
れ
あ
い
北
島

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

北
島
中
央
コ
ー
ト
に
、
北
島
�
、

松
茂
�
、
川
内
�
、
鳴
門
�
、
藍
住

�
、
板
野
�
、
上
板
�
、
土
成
�

計
１６
チ
ー
ム
９０
名
が
参
加
し
４
コ
ー

ト
で
各
町
対
抗
四
角
総
当
り
リ
ー
グ

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

北
島
町
よ
り
、
北
中
・
江
尻
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
北
中
チ
ー
ム
は
４
コ

ー
ト
で
松
茂
・
土
成
・
藍
住
の
強
豪

チ
ー
ム
と
対
戦
し
３
戦
全
勝
で
コ
ー

ト
優
勝
し
、
総
合
で
３
位
に
入
賞
し

年
度
末
を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

コ
ー
ト
優
勝
に
輝
い
た
皆
さ
ん

競
技
者

滑
田
ユ
キ
子

〃

三
木

敏
子

〃

勢
水

藤
枝

〃

吉
田
千
恵
子

〃

中
野

種
夫

『
３
月
度
月
例
杯
』

期
日

３
月
１
日
�

参
加
数
６１
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

井
上

周
三

３５
打

準
優
勝

大
島

俊
政

３６
打

第
３
位

天
羽

俊
弘

３６
打

第
４
位

佐
々
木
幸
雄

３７
打

第
５
位

中
村

榮
次

３７
打

教室の仲間たちと共に

年
度
末
を
締
め
る
連
日
の
大
会
は
、強

風
と
寒
波
に
見
舞
わ
れ
も
し
た
が
、上
位

者
の
健
闘
を
讃
え
た
い

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

３
・
１０

３
月
度
月
例
杯

会
場

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

３７

優

勝

田
中

嘉
安

準
優
勝

志
内

康
訓

第
３
位

天
田
平
八
郎

ベ
ス
グ
ロ
賞

志
内

康
訓

３６６１４
グ
ロ
ス

５６７２７７７８

３
・
１１

徳
島
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
２
回
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
大
会

主
催

徳
島
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会

会
場

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

２
３８

３０＋８

男
子
シ
ニ
ア
部
門

優

勝

筒
井

英
幸

準
優
勝

梶

周
二

第
３
位

山
村

武
司

男
子
ゴ
ー
ル
ド
部
門

優

勝

井
出

輝
久

準
優
勝

福
島
規
矩
夫

第
３
位

長
南

剛

女
子
部
門

優

勝

岡
部

文
子

準
優
勝

竹
中

英
子

第
３
位

志
津

君
子

９５１０８１０８１０２１０２１０７９５１１２１２４

３
・
１８

第
８
回
Ｔ
Ｂ
Ｇ
ふ
れ
あ
い
岡

山
大
会

主
催

岡
山
県
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会

会
場

岡
山
市
藤
田
リ
バ
ー

サ
イ
ド
コ
ー
ス

１３
１４７
１１８＋２９

男
子
一
般
部
門

優

勝

筒
井

英
幸

第
３
位

川
西

章
平

男
子
シ
ニ
ア
部
門

準
優
勝

田
村

健
治

レ
デ
ィ
ー
ス
部
門

優

勝

岡
部

文
子

７１７７７５６８

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

平
成
１８
年
度

９
町
ふ
れ
あ
い
交
流
試
合
（
月

例
）
北
島
大
会
で
締
め
括
る

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
だ
よ
り

（１３） 町報２００７．４



サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島
だ
よ
り

い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
前
期
受
講
生
募
集

【
受
講
期
間
】

平
成
１９
年
５
月
〜
平
成
１９
年
１０
月

【
受
講
回
数
】

３９
回

【
受
講
内
容
】

加
齢
に
よ
る
体
力
（
筋
力
、
持
久

力
、
柔
軟
性
等
）
の
衰
え
に
よ
り
転

倒
や
、
寝
た
き
り
に
な
る
の
を
予
防

す
る
た
め
に
、
水
中
歩
行
や
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
体
力
の
維
持
、

向
上
を
図
り
ま
す
。
（
Ｂ
コ
ー
ス
は
、

水
中
歩
行
の
み
で
す
）

【
日
時
等
】

表
の
と
お
り
（
各
コ
ー
ス
、
週
２

回
）

【
受
講
資
格
】

６５
歳
以
上
の
北
島
町
民
で
、
参
加

可
能
な
健
康
状
態
に
あ
る
方
。

【
受
講
料
】

１
２
、
０
９
０
円

【
開
催
場
所
】

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

【
申
込
受
付
】

４
月
２３
日
�
午
前
９
時
３０
分
よ
り

先
着
順
に
受
付
。
（
た
だ
し
、
定
員

に
な
り
次
第
、
受
付
締
切
。）

【
申
込
方
法
】

規
定
の
申
込
書
に
記
入
・
捺
印
し

受
講
料
を
添
え
て
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北

島
に
ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

①
申
込
は
、
本
人
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理

由
で
本
人
が
、
申
込
で
き
な
い
場
合

に
限
り
、
代
理
人
の
申
込
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

②
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
は
、

受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

③
都
合
に
よ
り
、
コ
ー
ス
の
変
更

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ
】

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

�
０
８
８（
６
８
３
）２
３
８
８

日 時

ど
ん
な
こ
と
で
も
力
を
合
わ
せ
れ

ば
、
き
っ
と
で
き
る
。
仲
間
を
つ
く

る
。
ル
ー
ル
を
守
る
。
助
け
合
う
。

こ
ん
な
こ
と
を
遊
び
の
中
か
ら
育
て

よ
う
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
社
会
で

生
き
る
力
と
自
信
を
つ
け
る
機
会
を

青
少
年
に
提
供
し
ま
す
。

①
対
象
児
童

ビ
ー
バ
ー
隊：

幼
稚
園
〜
１
年
生

カ
ブ
隊：

２
年
生
〜
４
年
生

ボ
ー
イ
隊：

５
年
生

②
隊
集
会

毎
月
１
〜
２
回

日
曜
日
に
実
施

③
費

用

育
成
会
費

月
額
１
、
０
０
０
円

保
険
料
、
登
録
費

年
間
４
、
０
０
０
円

④
申
し
込
み
方
法

各
隊
長
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
入
隊
は
、
年
間
い
つ
で
も
可
能

で
す
。

⑤
そ
の
他
不
明
な
点
は
各
隊
長
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ビ
ー
バ
ー
隊
長

板
東

迪
子

（
�
６
９
８
―
３
０
３
９
）

カ
ブ
隊
長

大
島

啓
靖

（
�
６
９
８
―
４
１
７
１
）

ボ
ー
イ
隊
長

三
木

俊
雄

（
�
６
９
８
―
５
１
７
６
）

４
月
２９
日
�
１０
時
〜
１２
時
に
北
島

中
央
公
園
で
体
験
ゲ
ー
ム
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
興
味
を
お
持

ち
の
方
は
、
是
非
、
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ボボーーイイススカカウウトト
板板野野 第第２２団団

ススカカウウトト隊隊員員
募募 集集

楽
し
か
っ
た
よ
、

ス
キ
ー
と
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
板
野

第
２
団

福
田

大
河

１
月
に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
し

て
、
香
川
県
の
ス
ケ
ー
ト
場
に
行
き

ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
は
生
ま
れ
て
初

め
て
で
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
が
な
か
な

か
と
れ
な
く
て
、
こ
ろ
び
た
く
な
い

か
ら
手
す
り
ば
か
り
持
っ
て
い
た
の

で
、
手
が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。
手

す
り
な
し
で
い
っ
て
み
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
は
、

ス
イ
ス
イ
す
べ
れ
な
か
っ
た
け
ど
、

こ
け
な
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

２
月
に
は
、
長
野
県
の
白
馬
ス
キ

ー
場
に
行
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
も
初

め
て
で
し
た
が
、
ス
ケ
ー
ト
よ
り
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
ゲ

レ
ン
デ
で
は
よ
く
こ
け
ま
し
た
。
初

め
て
ス
キ
ー
を
つ
け
て
リ
フ
ト
に
も

乗
り
ま
し
た
。
は
や
く
て
楽
し
か
っ

た
け
ど
、
途
中
か
ら
こ
わ
く
な
り
ま

し
た
。
高
い
か
ら
で
す
。
２
日
目
に

は
中
級
の
コ
ー
ス
も
滑
り
ま
し
た
。

こ
ろ
び
ま
し
た
が
、
滑
れ
て
す
ご
く

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
ス
キ
ー
は

来
年
も
ぜ
っ
た
い
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

日 時 ・ 場 所

月 １５：００～１６：００ トレーニング室
水 １５：００～１６：００ プール

月 １３：３０～１４：３０ プール
水 １３：３０～１４：３０ プール

火 １３：３０～１４：３０ トレーニング室
金 １３：３０～１４：３０ プール

火 １５：００～１６：００ トレーニング室
金 １５：００～１６：００ プール

定員

２０名

２０名

２０名

２０名

コース名

Ａコース
（週２回）

Ｂコース
（週２回）

Ｃコース
（週２回）

Ｄコース
（週２回）

（１４）町報２００７．４



�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））
だだ
よよ
りり

◎
平
成
１９
年
度
前
期（
４
月
〜
９
月
）

健
康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
受
講

生
募
集
〜
現
在
開
講
中
�

一
、
募
集
教
室

「
左
表
の
と
お
り
で
す
」

二
、
申
し
込
み
方
法

当
施
設
に
お
越
し
の
上
、
受
講
申

込
書
に
記
入
し
、
受
講
料
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
各
教
室
と

も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

三
、
そ
の
他

教
室
に
よ
り
、
す
で
に
開
講
し
て

い
る
教
室
が
あ
り
ま
す
。

（
※
初
回
日
は
表
に
記
載
）

詳
し
く
は
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
行
事
予
定
《
４
月
・
５
月
》

★
４
月
２２
日
�

徳
島
県
ク
ラ
ブ
対

抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

９
時
〜

１７
時

●健康づくり・スポーツ教室（平成１９年４月～９月・６カ月）

●短期特別教室（平成１９年４月～６月・３カ月）

★
４
月
２９
日
�

北
島
町
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
カ
ッ
プ
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

９
時
〜
１８
時

★
５
月
３
日
�

徳
島
県
中
学
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

９
時
〜

１８
時

★
５
月
４
日
�

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大

会

９
時
〜
１７
時

★
５
月
５
日
�

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大

会

９
時
〜
１５
時

★
５
月
６
日
�

徳
島
県
ダ
ン
ス
競

技
会

９
時
〜
１８
時

★
５
月
１２
日
�

中
学
生
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

９
時
〜
１８
時

★
５
月
１３
日
�

英
心
館
空
手
道
大

会

９
時
〜
１７
時

★
５
月
２０
日
�

徳
島
県
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
大
会

９
時
〜

★
５
月
２７
日
�

北
島
町
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
剣
道
大
会

９
時
〜
１７

時
※
お
問
い
合
わ
せ

北
公
園
総
合
体

育
館
（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
）

�
０
８
８
―
６
９
７
―
３
２
４
１

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
入
部
募
集

名
称

男
子
『
北
島
ス
パ
ー
ク
ス
』

女
子
『
北
島
ベ
リ
ー
ズ
』

目
的

小
学
生
の
体
力
向
上
及
び
集

中
力
の
育
成
、
チ
ー
ム
プ
レ
イ
に
よ

る
信
頼
関
係
を
養
う
。
異
年
齢
と
の

交
流

対
象

原
則
と
し
て
、
北
島
町
在
住

の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生
の
男
女

場
所

北
島
小
学
校
体
育
館

練
習
日

月
・
水
・
土

時
間

午
後
５
時
〜
７
時

部
費

１
ヵ
月
千
円
（
た
だ
し
毎
年

４
月
分
及
び
新
入
部
月
は
、
協
会
登

録
と
ス
ポ
ー
ツ
保
険
加
入
の
た
め
、

別
途
千
円
が
必
要
）

活
動
内
容

年
間
６
回
の
大
会
に
参

加
、
練
習
試
合
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど

用
意
す
る
も
の

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

【
入
部
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

代
表
者
兼
監
督

川
辺

祐
一

自
宅

６
９
８
―
９
４
５
１

携
帯

０
９
０
―
７
５
７
７
―
１

９
９
９

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

落
合

孝
俊

自
宅

６
９
８
―
９
４
１
６

地地域域ふふれれああいい感感謝謝デデーー
海上自衛隊徳島教育航空群では、地域ふれあい感謝デーとして、５月１８日�
に鳴門市文化会館で音楽祭を、５月２０日�に徳島航空基地一般公開を計画して
おります。

１．海上自衛隊徳島教育航空群音楽祭
�日時 平成１９年５月１８日�
開場：午後５時３０分／開演：午後６時３０分
�場所 鳴門市文化会館

２．海上自衛隊徳島航空基地ランウェイマラソン
�日時 平成１９年５月２０日�
開門 午前７時３０分／開場・受付 午前８時００分

�場所（コース）
海上自衛隊徳島航空基地内誘導路付近
	申し込み
参加費 １，５００円（保険料を含む）

※詳細はお問い合わせください。
海上自衛隊徳島教育航空群広報室

�０８８―６９９―５１１１（内線：３２３４）

受講料

１０，５００円
〔３０回〕

７，２００円
〔１２回〕

・親子９，０００円
・子供だけ６，０００円
〔１５回〕

親子１０，５００円
（子供１人追加５，２５０円）
〔２０回〕

１０，５００円
〔２０回〕

時 間

１７：３０～１９：３０

１０：００～１１：３０

１３：３０～１４：３０

１７：００～１８：００

１５：３０：１６：３０

１７：３０～１９：３０

１３：００～１４：００

１６：００～１７：１０

初回

４／１１～

４／１１～

４／６～

４／１０～

４／１０～

４／７～

４／１１～

４／６～

曜日

水

水

金

火

火

土

水

金

定員

３０人

３０人

３０人

３０組

３０人

２０組

３０組

３０人

対 象

１８歳以上

１８歳以上

１８歳以上

３歳児～小学生
までの親子

４歳児～小学２
年生までの女子

小学３年生以上
の親子（子ども
だけでも可）

３歳児～４歳児
までの親子

５歳児～小学生
まで

教 室 名

ソフトテニス

エンジョイダイエット

バランスボール

親子deキッドビクス

はじめての新体操

親子バドミントン

親子体操②

わんぱくクラブ

受講料

６，０００円
〔１０回〕

３，６００円〔６回〕
※教材費別途

時 間

１８：３０～１９：３０

１９：００～２１：００

１９：３０～２１：００

１３：３０～１５：００

初回

４／６～

４／６～

４／１３～

４／５～

曜日

金

金

金

木

定員

３０人

３０人

３０人

３０人

対 象

１８歳以上

１８歳以上

１８歳以上

１８歳以上

教 室 名

カーディオキック
（格闘技エクササイズ）

ほのぼの色鉛筆画教室

オカリナ（中級）

やさしいオカリナ（初級）
N
E
W
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わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
がががががががががががががががががががが
まままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
散散散散散散散散散散散散散散散散散散散散
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

教
育
委
員
会
事
務
局

学
芸
員

林
田

真
典

ひ

み

や
ぐ
ら

「
火
の
見
櫓
」

一
、
日
本
固
有
の
建
造
物

火
の
見
櫓
は
明
暦
の
大
火
（
一
六

五
七
年
）
を
契
機
と
し
て
、
江
戸
で

誕
生
し
ま
し
た
が
、
地
方
に
普
及
し

始
め
る
の
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て

か
ら
で
し
た
。
昭
和
二
十
八
年
に
消

防
施
設
強
化
促
進
法
が
公
布
さ
れ
た

事
を
契
機
と
し
て
、
昭
和
三
十
年
代

に
建
設
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
し
た
。

火
の
見
櫓
は
地
域
の
人
た
ち
が
、
生

活
の
安
全
と
安
心
を
め
ざ
し
て
集
落

ご
と
に
建
て
た
日
本
固
有
の
建
造
物

で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
庶
民
の

自
衛
消
防
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
も

の
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
高
層
ビ

ル
や
火
災
報
知
シ
ス
テ
ム
の
普
及
か

ら
昭
和
四
十
年
代
に
は
機
能
し
な
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

二
、
同
じ
も
の
は
な
い

火
の
見
櫓
は
脚
部
・
見
張
り
台
・

屋
根
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
分
に
お
い
て
、
様
々
な

形
態
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
機
能
と
し

て
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、

自
由
に
造
形
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
大
き
さ
や
材
料
な

ど
が
制
限
さ
れ
て
い
て

も
、
多
様
な
デ
ザ
イ
ン

が
生
み
出
さ
れ
、
二
つ

と
し
て
同
じ
物
は
あ
り

ま
せ
ん
。
火
の
見
櫓
は

地
域
の
人
た
ち
の
願
い

を
込
め
て
建
設
さ
れ
て

お
り
、
集
落
の
要
所
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
も
機
能
し
て

い
た
と
言
え
ま
す
。

三
、
西
高
房
の
事
例

西
高
房
に
は
火
の
見
櫓
が
一
基
残

っ
て
い
ま
す
。
丸
太
の
二
本
柱
を
立

て
、
鉄
製
の
は
じ
ご
で
登
っ
て
い
き

ま
す
。
は
し
ご
は
一
本
ず
つ
ボ
ル
ト

で
固
定
さ
れ
て
お
り
、
櫓
や
屋
根
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
半
鐘
が

残
っ
て
お
り
、
当
時
の
雰
囲
気
が
残

っ
て
い
ま
す
。
現
在
残
っ
て
い
る
火

の
見
櫓
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
鉄
骨

造
の
も
の
で
、
木
造
の
も
の
は
非
常

に
少
な
い
と
言
え
ま
す
。
そ
の
中
で
、

西
高
房
に
所
在
す
る
も
の
は
木
造
で

あ
る
た
め
、
大
変
貴
重
と
言
え
ま
す
。

四
、
ま
と
め

北
島
町
は
㈱
東
邦
レ
ー
ヨ
ン
（
旧

東
邦
人
造
㈱
）
の
誘
致
以
来
、
農
村

か
ら
工
業
集
中
地
域
へ
、
そ
し
て
現

在
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
も
新
し

く
発
展
し
て
い
ま
す
。
め
ざ
ま
し
い

発
展
を
遂
げ
て
い
る
北
島
町
で
す
が
、

祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
回
取
り

上
げ
た
火
の
見
櫓
も
そ
の
一
つ
で
あ

り
、
地
域
の
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の

地
域
を
守
り
続
け
る
た
め
に
建
設
し

た
も
の
で
す
。
昨
今
叫
ば
れ
て
い
る

地
域
を
今
一
度
考
え
直
し
、
地
域
の

絆
を
深
め
、
安
心
・
安
全
に
生
活
し

て
い
け
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

〈
主
な
参
考
文
献
〉

�
火
の
見
櫓
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
会

２
０
０
５
『
火
の
見
櫓
は

「
遺
産
」
か
「
ゴ
ミ
」
か
』

鯛
浜
の
渡
し
の
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
！

吉
野
川
は
、
歴
史
的
に
人
と
川
と

の
関
わ
り
が
深
く
、
社
会
的
に
も
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
現
在

の
よ
う
に
多
く
の
橋
が
架
設
さ
れ
る

以
前
の
吉
野
川
は
、
交
通
路
・
輸
送

路
・
交
流
路
と
し
て
、
渡
し
が
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

北
島
町
に
は
淡
路
街
道
（
立
道

線
）
の
重
要
な
渡
し
と
し
て
「
鯛
浜

の
渡
し
」
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
鯛
浜
橋
が
、
そ
の
役
割
を
引

継
い
で
い
ま
す
。

こ
の
「
鯛
浜
の
渡
し
」
に
つ
い
て
、

住
民
の
方
々
に
も
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
、
案
内
板
の
設
置
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

案
内
板
に
掲
載
す
る
写
真
を
探
し
て

い
ま
す
。
鯛
浜
の
渡
し
や
渡
し
場
付

近
の
写
真
・
絵
画
に
、お
心
当
た
り
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
北
島
町
教
育
委
員
会

六
九
八
―

九
八
一
二
）

▲写真中央のくぼんだところが渡し場。

（
�
３９
）
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住宅用火災警報器等の設置義務化 住宅用火災警報器等の設置義務化 住宅用火災警報器等の設置義務化 

　住宅火災での焼死者を抑制するため消防法の改正があり、新築住宅は平

成18年６月１日から設置が義務化となりました。既存住宅については、経

過措置として平成23年６月１日までに設置が必要となり、火災予防条例に

て規定することになります。 

＊住宅用火災警報器は、煙や熱をすばやく感知し、早期に

火災を発見、初期消火や避難を行うため、警報音や音声メッ

セージで火災を知らせます。 

＊全国で毎年およそ６万件の火災が発生し、２千人の死者と７千人の負傷者が生じています。建物火災の中では

住宅の火災が最も多く、近年は増加傾向にあり亡くなられた方の約７割が逃げ遅れです。 

　現時点における住宅用火災警報器の国内メーカー価格は、１個当たり５千円程度が中心となっています。今後、

普及に伴って、価格の低減が見込まれます。 

☆寝室（就寝中には火災の発見が遅れ、死に至る危険性が高い） 

☆階段（火災による煙の集まりやすい場所） 

☆悪質な訪問販売等に十分注意してください。 

☆業者による法定点検の必要はありません。 

☆消防署が販売することはありません。 

あなたの家にも住宅用火災警報器の設置が必要となります 

問い合わせ先 

板野東部消防組合（�698―0119） 

住宅用火災警報器相談室（�0120―565―911） 

（財団法人消防設備安全センター内）月曜日～金曜日 

住宅火災の実態 

感知器の設置場所 

価格について 

注　意 

住宅用火災警報器とは 

自衛隊幹部候補生募集
（一般・技術・歯科・薬剤科幹部候補生）

※詳しいお問い合わせは、鳴門地域事務所まで（ＴＥＬ：６８５―５３０６）

H１９年４月１日～５月１１日

２０歳以上、２６歳未満の方（２２歳未満の方は大卒（見込含））
（大学院修士学位取得者は２８歳未満）
専門の大卒（見込含）２４歳以上、３０歳未満の方
（薬剤は２６歳未満（薬学修士学位取得者は２８歳未満））

１次・５月１９及び２０日（ただし、２０日は海・空のパイロット希望者のみ）
２次・６月１９日～２１日の間の何れか１日
３次・７月１８日～８月２日（海・空のパイロット要員のみ）

１次・６月８日
２次・７月１１日（海・空のパイロット要員のみ）
最終・８月６日（陸上）８月１７日（海上）、９月４日（航空）

一般・技術

歯科・薬剤

受付期間

応募資格

試験期日

合格発表
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板
野
東
部
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
務
所 

　
　
　
　  

（
松
茂
町
役
場
内
） 

　
　
　
電
話
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
　
電
話
六
九
九
―
六
六
一
一 

★飲酒運転の危険性

「罰則」

「飲んだら乗るな、
乗るなら飲むなの励行を」

皆様のご参加をおまちしています！

＜北島町国際交流協会総会のお知らせ＞

「「「「「「「「
もももももももも
たたたたたたたた
ざざざざざざざざ
るるるるるるるる
をををををををを
ええええええええ
なななななななな
いいいいいいいい
もももももももも
のののののののの
」」」」」」」」

交
通
事
故
に
は
様
々
な
要
因
が
重

な
り
合
い
、
結
果
と
し
て
偶
発
的
で

は
な
く
避
け
ら
れ
な
い
必
然
的
な
も

の
と
し
て
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
多
々

あ
り
ま
す
。
要
因
に
は
ア
ル
コ
ー
ル

を
摂
取
し
た
状
態
で
の
自
動
車
の
運

転
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
怠
っ

た
も
の
、
周
囲
の
確
認
が
十
分
で
は

な
か
っ
た
も
の
、
交
通
法
規
を
十
分

に
遵
守
で
き
な
か
っ
た
も
の
等
、
列

挙
し
て
も
把
握
は
難
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
交
通
事

故
の
原
因
ま
た
事
故
後
の
被
害
と
し

て
世
間
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
自
己
の
自
覚
が
十
分
で
は
な

か
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

根
底
に
は
、
今
ま
で
何
事
も
な
か
っ

た
の
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
大
丈
夫
と

い
う
、
曖
昧
な
根
拠
に
よ
る
も
の
や

少
し
ぐ
ら
い
強
引
に
突
っ
込
め
ば
相

手
が
譲
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い

う
無
謀
な
思
考
に
よ
る
と
こ
ろ
に
あ

る
こ
と
は
運
転
に
関
し
て
致
命
的
な

欠
陥
を
抱
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。

「
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い

う
格
言
が
あ
り
ま
す
。
運
転
免
許
を

習
得
す
る
際
に
は
色
々
と
注
意
す
る

点
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
運
転
に

慣
れ
て
く
る
と
最
初
の
心
構
え
が
な

く
な
っ
て
い
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
し
か
に
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
り

技
術
が
洗
練
さ
れ
て
い
き
、
無
駄
な

挙
動
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く

ま
で
技
術
的
な
事
の
話
で
あ
り
、
内

面
的
な
こ
と
は
ま
た
別
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。
技
術
の
上
達
に
よ
る
過
信

や
安
全
確
認
の
簡
素
化
と
い
っ
た
も

の
は
果
た
し
て
安
全
だ
と
い
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
ろ
う

が
初
心
者
で
あ
ろ
う
が
一
般
道
路
上

で
は
一
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
り
平
等
に

事
故
発
生
の
要
因
を
は
ら
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
る
の
で
す
。

最
後
に
運
転
者
は
自
分
自
身
に
責

任
を
持
た
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

自
己
の
行
為
に
責
任
が
持
て
ず
、
事

故
発
生
に
よ
る
逃
避
は
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
自
動
車

に
は
自
動
車
の
、
自
転
車
に
は
自
転

車
の
、
歩
行
者
に
は
歩
行
者
の
、
そ

れ
ぞ
れ
遵
守
す
べ
き
交
通
法
規
が
あ

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

お
互
い
が
お
互
い
の
こ
と
を
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と

は
交
通
マ
ナ
ー
だ
け
で
は
な
く
人
間

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基

本
的
な
手
段
な
の
で
す
。

徳島北警察署広報 �６９８―０１１０by 北島町国際交流協会2007 Kitajima.International.Friendship.Association

飲酒運転による悲惨な事故が後を絶ちません。全国

で発生する死亡事故のうち約１５％が飲酒運転によるも

ので、飲酒した状態で事故を起こした場合の死亡事故

に発展する確率は６倍以上にもなります。

飲酒によりアルコールを摂取した場合、判断力や注

意力、運転能力を低下させます。自分だけは大丈夫と

いった甘い考えで運転し、重大事故を起こしています。

またアルコールは一晩寝た場合でも抜けていない場合

もあり、その状態での運転は、酒気帯び運転や酒酔い

運転となることもあります。

血液中のアルコール濃度が平常に戻るには、日本酒

２合で約７時間かかります。

・酒酔い運転（普通ではない状態）

→３年以下の懲役または５０万円以下の罰金

・酒気帯び運転（ビール１本でも）

→１年以下の懲役または３０万円以下の罰金

飲酒運転撲滅へ向け、ぜひともご協力をお願いします。

留留学学生生歓歓迎迎パパーーテティィーー
新しく仲間入りした留学生と

“交流の輪”を広げよう！

日 時 平成１９年５月１３日� １１：００～１４：００
場 所 北島町総合庁舎７階
参加費 小中学生／５００円 高校生以上／１，０００円
内 容 留学生紹介、ゲームなど ☆軽食付き

連絡先：KIFA 宮崎 純子 TEL（０８８）６９８―６２５６
北島町役場総務課 TEL（０８８）６９８―９８０１
e-mail : mg8y-izt@asahi-net.or.jp（井筒）

日 時 平成１９年５月１３日� １０：００～１１：００
場 所 北島町総合庁舎６階

（１８）町報２００７．４
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「
連
句
」
を
始
め
て
十
年
に
な

る
。
い
ろ
ん
な
方
か
ら
「
連
句
っ

て
何
？
」
と
聞
か
れ
る
。
俳
句
、

短
歌
、
川
柳
は
よ
く
知
ら
れ
て
お

り
、
愛
好
者
も
多
い
が
、
連
句
と

な
る
と
少
し
な
じ
み
が
薄
い
の
か

く
だ
ん

も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
件
の
質
問

に
な
る
の
で
あ
る
が
、
私
は
い
つ

も
「
連
句
と
は
俳
句
、
短
歌
、
川

柳
が
混
ざ
っ
た
よ
う
な
も
の
」
と

答
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

連
句
は
一
人
で
も
出
来
る
が
、

普
通
は
四
、
五
人
（
そ
れ
以
上
の

場
合
も
あ
る
）
の
グ
ル
ー
プ
で
す

る
こ
と
が
多
い
。
五
・
七
・
五
の

長
句
、
七
・
七
の
短
句
を
交
互
に

詠
み
、
三
十
六
句
続
け
る
と
こ
れ

が
「
歌
仙
」。そ
の
半
分
が
「
半
歌

仙
」。そ
の

他
い
ろ
ん

な
形
式
が

あ
る
。
最

初
の
長
句

は
っ

く

を「
発
句
」

と
い
い
、

そ
れ
が
独

立
し
て

「
俳
句
」に

な
っ
た
と

言
わ
れ
て

い
る
。
発

句
の
次
の

短
句
が

「
脇
」
と

呼
ば
れ
る
。

そ
し
て
三

十
六
句
の

中
に
は
、
月
を
詠
む
所
（
月
の
定

座
）
花
を
詠
む
所
（
花
の
定
座
）

が
決
ま
っ
て
い
る
。
季
節
も
春
、

夏
、
秋
、
冬
を
詠
み
込
む
所
、
無

ぞ
う

季
の
句
（
雑
の
句
）
を
詠
む
所
な

ど
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
「
式
目
」
と
言
い
、

歌
仙
の
骨
組
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

連
句
の
楽
し
さ
、
魅
力
は
、
や

は
り
人
と
の
つ
な
が
り
に
あ
る
。

俳
句
が
個
人
の
、
あ
る
意
味
で
孤

独
な
作
業
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

連
句
の
場
合
は
人
の
輪
が
あ
り
、

作
品
は
連
衆
の
共
同
作
業
な
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
一
度
そ
の
魅
力
に

と
り
つ
か
れ
る
と
も
う
や
め
ら
れ

な
い
。

連
句
の
歴
史
は
古
く
、
芭
蕉
の

時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
。
時

代
の
流
れ
で
衰
退
し
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
最
近
又
見
直
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
全
国
的
に
も
愛
好
者

が
増
え
て
い
る
。

県
内
で
も
、
二
〇
〇
〇
年
に
徳

島
連
句
懇
話
会
（
二
〇
〇
七
年
に

連
句
協
会
と
改
名
）
が
設
立
さ
れ
、

現
在
会
員
は
六
〇
名
ほ
ど
に
な
っ

て
い
る
。

連
句
は
紙
と
エ
ン
ピ
ツ
が
あ
れ

ば
よ
い
。
こ
ん
な
安
あ
が
り
な
趣

味
は
な
い
。
お
ま
け
に
足
腰
が
萎

え
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
出
来

る
。
本
来
は
座
の
文
芸
で
、
一
堂

に
会
し
て
行
な
う
の
で
あ
る
が
、

近
ご
ろ
は
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
使
っ
て
の

ぶ
ん
い
ん

文
音
が
さ
か
ん
で
あ
る
。
居
な
が

ら
に
し
て
遠
方
の
人
、
時
に
は
海

外
の
人
と
も
楽
し
む
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。

高
齢
化
社
会
、
何
か
し
て
い
な

け
れ
ば
ボ
ケ
て
し
ま
う
。
さ
あ
、

興
味
の
あ
る
方
、
連
句
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
（
〇
八
八
・
六
九

八
・
四
九
九
〇

三
輪
）

「連句のすすめ」
随筆

鯛浜

三輪 和子（４４３）

高
齢
者
生
き
が
い

講
座
発
表
会

囲囲
碁碁
・・
将将
棋棋

大大
会会

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
十
八
年
度
高
齢
者
生
き
が
い
講

座
作
品
展
、
催
し
物
や
発
表
会
を
二

月
二
十
七
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
囲
碁
大
会
、
将
棋
大
会
は

三
月
三
日
開
催
さ
れ
成
績
は
次
の
通

り
で
す
。

（
囲
碁
の
部
）

Ａ

組

優

勝

宮
本

壽

八
段

準
優
勝

渡
辺

義
弘

八
段

Ｂ

組

優

勝

笠
原

昌
生

七
段

規
約
に
よ
り
八
段
に
昇
段

準
優
勝

久
米

正
明

五
段

三

位

渡
部

恭
明

六
段

Ｃ

組

優

勝

新
見

茂
喜

四
段

規
約
に
よ
り
五
段
に
昇
段

準
優
勝

布
川

喜
一

五
段

三

位

梶
倉

治
夫

四
段

Ｄ

組

優

勝

六
車

春
夫

二
級

規
約
に
よ
り
一
級
に
昇
格

準
優
勝

宮
崎

千
春

初
段

三

位

守
屋

久
男

三
段

（
将
棋
の
部
）

Ａ

級

優

勝

小
泉

正

５
戦
全
勝

準
優
勝

井
川

久
夫

３
勝
２
敗

三

位

西
本

幸
雄

２
勝
３
敗

同
率
で
年
齢
に
よ
る
規
定

Ｂ

級

優

勝

薦
田

雅
生

５
勝
２
敗

準
優
勝

蓮
見

三
郎

５
勝
２
敗

同
率
で
年
齢
に
よ
る
規
定

三

位

大
北

稔

４
勝
２
敗

１
不
戦
勝

ベ
ラ
ン
ダ
は
地
上
十
階
春
の
雲

板
東

初
子

み

あ
か
し

春
寒
し
御
灯
明
と
も
る
籠
り
堂

川
村
ユ
キ
ヱ

寂
れ
ゆ
く
街
を
謳
歌
の
恋
の
猫

藤
岡

紫
乃

か
い

旅
果
て
の
峡
の
花
菜
で
眼
を
洗
ふ

山
本

和
子

鴬
に
茶
席
の
硬
さ
ふ
と
ほ
ぐ
れ

滝
上

由
香

乙
字
忌
や
父
の
日
記
の
走
り
書

黒
瀬

輝
子

笹
鳴
き
に
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
立
ち
話

竹
内

照
恵

ふ
と
恋
し
偲
ぶ
友
あ
り
朧
月

大
久
保
雅
義

と

石
鹸
玉
景
色
を
空
に
翔
ば
し
お
り

阿
部
久
美
子

ぶ
り
返
す
冷
に
た
じ
ろ
ぐ
桜
か
な

広
瀬

徳
江

春
雨
や
蛇
目
傘
咲
く
村
の
駅

阿
部

蒼
空

ぎ
ょ
う
こ
う

暁
光
へ
引
鶴
の
群
旋
回
す

松
浦

勝
江

賽
銭
に
落
花
加
は
る
観
音
寺

阿
波

武
彦

ほ

で

く

彫
り
上
げ
し
木
偶
の
眉
引
く
花
明
り

松
岡

乙

け
い
ち
つ

啓
蟄
の
港
出
て
ゆ
く
手
漕
舟

森

茂

あ
さ
ぎ

あ
げ
ひ
ば
り

た
た
な
は
る
山
は
浅
葱
に
揚
雲
雀

青
木

拓
郎

花
び
ら
を
身
に
浴
ぶ
こ
と
も
旅
心

長
尾
寿
美
子

一
山
の
空
を
押
し
あ
げ
花
こ
ぶ
し

近
藤

与
祢

せ
り糶
に
出
す
牛
丸
丸
と
草
萠
ゆ
る

橋
本
ま
さ
よ
し

水
中
に
息
を
ひ
そ
め
し
芦
の
角

村
尾

芦
月

町 報 俳 壇

（１９） 町報２００７．４
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（２月分）

お

く

や

み

私
は
、
多
民
族
国
家
の
カ
ナ
ダ
で
、

日
本
を
外
国
か
ら
見
て
、
感
じ
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
ま
た
カ
ナ
ダ

の
い
い
所
を
発
見
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
た
く
さ
ん
の
人

種
・
民
族
が
共
存
す
る
中
で
、
誰
も

人
を
偏
見
の
目
で
見
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
人
種
差

別
が
あ
り
ま
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
で
は
、

黒
人
だ
ろ
う
が
白
人
だ
ろ
う
が
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。
差
別

す
る
ど
こ
ろ
か
、
話

し
か
け
た
り
、
友
だ

ち
に
な
っ
た
り
、
結

婚
し
て
い
た
り
と
、

人
々
が
み
ん
な
優
し

い
心
を
持
つ
国
だ
な

あ
と
す
ご
く
思
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
当
た
り
前
の
事

で
す
。
日
本
人
は
心

が
と
て
も
せ
ま
い
と

思
い
ま
し
た
。

私
は
、
ひ
と
つ
あ

る
体
験
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
観
光
で
行

っ
た
ビ
ク
ト
リ
ア
で

の
体
験
で
す
。
ビ
ク

ト
リ
ア
の
に
ぎ
や
か

な
町
の
中
で
、
車
イ

ス
に
乗
っ
て
、
人
ご
み
の
中
を
進
ん

で
く
る
お
じ
い
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

そ
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
よ
く
見
る
と

足
が
義
足
で
し
た
。私
は
思
わ
ず「
あ

っ
、
義
足
じ
ゃ
」
と
思
っ
て
見
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
目
の
前
を
通
り

す
ぎ
て
い
く
時
、
お
じ
い
さ
ん
の
顔

は
悲
し
い
顔
を
し
な
い
で
、
自
信

満
々
で
満
ち
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、

そ
の
お
じ
い
さ
ん
は
半
ズ
ボ
ン
だ
っ

た
の
で
す
。
日
本
な
ら
足
を
か
く
す

た
め
に
、
長
ズ
ボ
ン
を
は
く
人
が
多

い
と
思
う
の
で
す
が
、
義
足
を
恥
じ

ず
、
堂
々
と
通
っ
て
い
き
ま
し
た
。

わ
た
し
は
は
っ
と
し
ま
し
た
。
そ
の

お
じ
い
さ
ん
が
堂
々
と
通
っ
て
こ
れ

た
の
は
、
町
の
人
々
の
対
応
の
仕
方

か
ら
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

特
別
扱
い
を
し
た
り
、
偏
見
の
目
で

見
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
、
す
ご
く
恥
ず
か
し
く
な
り
ま

し
た
。
私
の
心
の
中
で
は
、
「
義
足

な
の
に
、
半
ズ
ボ
ン
で
堂
々
と
通
っ

て
行
っ
き
ょ
る
・
・
・
。
す
ご
い
人

じ
ゃ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
お
じ
い
さ
ん
の
自
信
で
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
た
顔
は
、
道
ゆ
く

人
々
の
お
か
げ
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
、

と
改
め
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。
私
は
、

特
別
扱
い
を
す
る
よ
う
な
目
で
、
そ

の
お
じ
い
さ
ん
を
見
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
今
で
も
後
悔
し
て
い
ま
す
。
カ

ナ
ダ
っ
て
本
当
に
い
い
国
だ
と
思
っ

た
の
を
、
こ
の
体
験
で
も
ま
た
、
実

感
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
町
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
歩

い
た
道
は
、
空
カ
ン
一
つ
落
ち
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ポ
イ
捨
て
禁
止
の

看
板
も
い
ら
な
い
ほ
ど
、
町
が
と
て

も
キ
レ
イ
で
し
た
。
私
は
、
町
を
歩

い
て
い
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
ゴ
ミ
箱
が
道
に
何
カ
所
か
置
い

て
あ
っ
た
と
い
う
事
で
す
。
そ
の
ゴ

ミ
箱
の
お
か
げ
で
、
町
が
と
て
も
キ

レ
イ
だ
っ
た
し
、
ゴ
ミ
を
道
に
捨
て

な
い
人
々
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
キ
レ
イ
な
町
が
保
存
さ
れ
て
い

っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
に
行
っ
て
、
日
本
を
遠
く

か
ら
見
つ
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
方
が
い
い
な
あ
、
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
こ
れ
は
日
本

の
方
が
い
い
な
あ
、
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
自
分
自
身

も
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
し
、

カ
ナ
ダ
に
来
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本
をををををををををををををををを
遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠
くくくくくくくくくくくくくくくく
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
見見見見見見見見見見見見見見見見
つつつつつつつつつつつつつつつつ
めめめめめめめめめめめめめめめめ
てててててててててててててててて

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううう

松
本
麻
由
香

こ
の
感
想
文
は
、
松
本
麻
由
香

さ
ん
が
北
島
中
学
校
二
年
生
の
時

に
「
北
島
町
国
際
交
流
研
修
事

業
」
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
へ
派
遣
さ

れ
た
時
の
も
の
で
す
。

山

田

敏

夫

圭

子

り
ゅ
う

と

長
男

龍

翔

北

村

福

永

禎

夫

幸

子

と
も

の
り

長
男

智

教

太
郎
八
須

福

家

光

範

綾

子

し
ゅ
う

と

長
男

柊

斗

江

尻

曽
我
井

睦

久

和

代

ゆ

づ
き

長
女

柚

月

江

尻

酒

井

勝

也

桂

あ
き

と

長
男

輝

斗

鯛

浜

高

野

憲

二

由
理
子

た

く

み

長
男

匠

史

北

村

松

葉

貢

生

明

美

き
ょ
う

た

長
男

恭

汰

新
喜
来

近

藤

正

章

夏

子

ま

お

長
女

真

桜

鯛

浜

小

倉

由

裕

浩

子

長
女

せ

と

中

村

江

崎

英

明

こ
ま
き

か

長
女

ほ
の
香

江

尻

林

清

輝

美
栄
子

二
女

こ
こ
ろ

中

村

橋

本

浅

夫

綾

た

つ

や

二
男

樹

弥

中

村

村

澤

賢

和

真
里
子

ち
か
ら

長
男

力

鯛

浜

西

山

天

徳
島
市

黒

河

亜
希
子

北

村

松

本

陽

介

北

村

住

瀬

真

湖

阿
南
市

大

下

和

久

鯛

浜

大

北

ゆ
か
り

徳
島
市

森

秀

次

徳
島
市

櫻

田

絵

里

中

村

林

�

隆

高

房

伊

月

孝

枝

徳
島
市

池

北

直

敏

中

村

富

永

知

美

徳
島
市

佐

藤

豊

光
（
４７
歳
）
中

村

�

野

ヨ
リ
ヱ
（
１００
歳
）
北

村

三

好

昭

美
（
７８
歳
）
江

尻

佐

野

キ
ミ
子
（
９０
歳
）
中

村

金

澤

弘
（
７６
歳
）
中

村

林

昇

二
（
４６
歳
）
太
郎
八
須

�

川

ヨ
シ
子
（
５９
歳
）
中

村

���

���������������
在
宅
当
番
医
割
出
表

４
月
１５
日
�

北
島

木
下
医
院

４
月
２２
日
�

北
島

堀
口
整
形
外
科

４
月
２９
日
�

北
島

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

４
月
３０
日
	振

北
島

越
智
外
科
胃
腸
科

５
月
６
日
�

北
島

平
野
内
科

５
月
１３
日
�

北
島

山
田
外
科
内
科

連
休
中
に
つ
い
て
は
、
板
野
東
部

消
防
組
合
（
病
院
問
い
合
わ
せ
専
用

・
六
九
八
―
九
一
一
九
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（２０）町報２００７．４



▲鈴木章さん「ハロウィン 新しい命を」

▲末永昭二さん

み
ん
な
の
花
展
〜
花
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊

日
時
▼
四
月
十
四
日
�
〜
十
五
日
�

十
時
〜
十
七
時

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
小
原
流
徳
島
支
部
（
犬
伏
�

〇
八
八
・
六
六
五
・
九
三
三
三
）

わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
四
月
二
十
九
日
�
十
時
〜

日
時
▼
五
月
二
十
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・

七
一
四
八
・
四
三
三
九
）

鈴
木
章
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
展

日
時
▼
五
月
五
日
�
〜
六
日
�
十
時

〜
十
八
時
六
日
は
十
七
時
迄

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
鈴
木
章
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア

ー
ト
展
実
行
委
員
会
（
鈴
木
�
〇

八
八
五
・
三
二
・
〇
〇
七
六
）

■
白
血
病
の
た
め
、
一
九
九
八
年
に

二
十
六
歳
の
若
さ
で
世
を
去
っ
た
小

松
島
出
身
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
鈴
木
章
氏
の
遺
作
展
。
病

室
で
命
を
削
り
な
が
ら
描
い
た
美
麗

な
Ｃ
Ｇ
作
品
四
十
点
を
展
示
す
る
。

創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会

「
ヨ
コ
ハ
マ
メ
リ
ー
」

日
時
▼
五
月
十
二
日
�
三
回
上
映

①
十
時
半
②
十
三
時
半
③
十
五
時

半会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
大
学
一
般＝

前
売
一
千
円

（
当
日
一
千
三
百
円
）、小
中
高
・

シ
ル
バ
ー＝

当
日
の
み
一
千
円

作
品
▼
「
ヨ
コ
ハ
マ
メ
リ
ー
」（
出
演

＝

永
登
元
次
郎
、
五
大
路
子
、
団

鬼
六
、
大
野
慶
人
、
山
崎
洋
子
他

監
督＝

中
村
高
寛

二
〇
〇
五
年
、

日
本
映
画
）

主
催
▼
創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
実

行
委
員
会
（
創
世
ホ
ー
ル
�
〇
八

八
・
六
九
八
・
一
一
〇
〇
）

「
ヨ
コ
ハ
マ
メ
リ
ー
」写
真
展

日
時
▼
五
月
十
日
�
〜
十
二
日
�

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

海
野
十
三
忌
０７
◎
末
永
昭
二
講
演
会

ラ
ジ
オ
雑
誌
と
海
野
十
三

日
時
▼
五
月
二
十
日
�
十
四
時
半
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

演
題
▼
「
ラ
ジ
オ
雑
誌
と
海
野
十

三
」

講
師
▼
末
永
昭
二
（
著
述
業
、
編
集

者
、
「
新
青
年
」
研
究
会
）

主
催
▼
海
野
十
三
の
会

共
催
▼
北
島
町
創
世
ホ
ー
ル

■
徳
島
が
生
ん
だ
日
本
Ｓ
Ｆ
の
父
・

海
野
十
三
（
う
ん
の
・
じ
ゅ
う
ざ
）

を
偲
ぶ
講
演
会
。
気
鋭
の
研
究
家
・

末
永
昭
二
氏
が
、
ラ
ジ
オ
雑
誌
の
世

界
で
の
海
野
十
三
の
足
跡
と
業
績
に

つ
い
て
語
る
。
徳
島
の
み
の
開
催
。

Ｓ
Ｆ
界
・
文
学
界
注
目
の
催
し
で
す
。

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
十
四
時
か
ら
、
図
書

館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ
き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

み

ん
な
の
く
ら
し
を
便
利
に
（
全
３

巻
）』あ
か
ね
書
房

●
歴
史
教
育
者
協
議
会
編
『
ジ
ュ
ニ

ア

日
本
の
歴
史
辞
典
』
岩
崎
書
店

●
レ
ス
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
『
ナ

イ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
講
談
社

●
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
『
ベ
ッ
ク

デ

モ
ナ
ー
タ
４
幕
』
小
学
館

●
森
は
な
作
、
梶
山
俊
夫
絵
『
キ
ツ

ネ
の
よ
め
い
り
い
し
ょ
う
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ

●
岡
本
和
明
文
、尻
子
騒
兵
衛
絵『
ら

く
ご
長
屋
１０

ら
く
ご
長
屋
に
全
員

集
合
』
ポ
プ
ラ
社

●
森
山
京
作
、
佐
野
洋
子
絵
『
も
う

ね
む
た
く
て
ね
む
た
く
て
』
フ
レ
ー

ベ
ル
館

●
佐
藤
忠
男
『
１２
歳
か
ら
の
映
画
ガ

イ
ド
』
小
学
館

《
一

般

書
》

●
サ
エ
キ
け
ん
ぞ
う
『
さ
よ
な
ら
！

セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ズ
』
ク
リ
タ
舎

●
浦
西
和
彦
ほ
か
著
『
四
国
近
代
文

学
事
典
』
和
泉
書
院

●
真
鍋
俊
照
『
仏
門
入
門

ほ
と
け

を
描
く
』
吉
川
弘
文
館

●
三
宅
正
弘
『
遊
山
箱

節
句
の
弁

当
箱
』
徳
島
新
聞
社

●
古
野
ま
ほ
ろ
『
天
帝
の
は
し
た
な

き
果
実
』
講
談
社
ノ
ベ
ル
ス

●
『
別
冊
宝
島

僕
た
ち
の
好
き
な

ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
』
宝
島
社

●
三
谷
幸
喜
×
清
水
ミ
チ
コ
『
む
か

つ
く
二
人
』
幻
冬
舎

●
東
野
圭
吾
『
氏
名
と
魂
の
リ
ミ
ッ

ト
』
新
潮
社

●
岸
本
佐
知
子
『
ね
に
も
つ
タ
イ

プ
』
筑
摩
書
房

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

図 書 館 の 休 館 日
５月

１日（火・振替休）
３日（木・祝）
４日（金・祝）
７日�
１４日�
１７日（第３木・館内整理日）
２１日�
２８日�

４月

２日�
９日�
１６日�
１９日（第３木・館内整理日）

２３日�
３０日�

（２１） 町報２００７．４



北 村 船田 茂夫アクリル画「旧吉野川の土手」町 報 画 廊
風がさわやかで、菜の花が咲く頃は格別です

北北
島島
チチ
ュュ
ーー
リリ
ッッ
ププ
フフ
ェェ
アア

生
活
産
業
課

開
催
中
で
す
。
公
園
は
四
月
二
十

七
日
ま
で
開
園
予
定
で
す
が
、
花
が

開
催
期
間
途
中
で
終
わ
れ
ば
そ
の
時

点
で
終
了
致
し
ま
す
。

今
回
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
面
積

一
千
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル

◆
本
数

約
四
万
本

◆
種
類

五
十
品
種

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
報
告

今
回
の
お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
は
、
三

十
七
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

今
年
も
そ
の
規
模
は
公
園
全
体
を
占

め
て
い
ま
す
。

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
参
加
者
の
皆
様

に
は
、こ
れ
ま
で
除
草
作
業
等
た
い
へ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
引
き
続
き
最

後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

チチ
ュュ
ーー
リリ
ッッ
ププ
フフ
ェェ
アア
展展
覧覧
会会

北
島
町
立
創
生
ホ
ー
ル
二
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
各
種
作
品
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
程

五
月
二
十
三
日
〜
六
月
三
日

時
間

十
時
〜
十
七
時

皆
様
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
①

俳
句

『
申
し
込
み
方
法
』

公
園
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
時
に
、

お
読
み
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
公
園
内

に
筆
記
用
具
・
申
し
込
み
用
紙
・
投

句
箱
を
準
備
い
た
し
ま
す
。

『
締
め
き
り
』

四
月
二
十
三
日
�
ま
で

募
集
②

写
真
＆
絵
て
が
み

『
申
し
込
み
方
法
』

参
加
申
込
書
は
、
生
活
産
業
課
及

び
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
窓
口
に
備

え
て
お
り
ま
す
。

『
締
め
切
り
』

五
月
七
日
�
ま
で
に
生
活
産
業
課

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

編

集

後

記

桜
の
花
が
舞
う
中
、
大
き
な
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
い
歩
く
姿
は
な
ん
と

も
ほ
ほ
え
ま
し
い
新
学
期
が
始
ま
り

ま
し
た
。
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
様

車
に
気
を
付
け
て
ガ
ン
バ
レ
新
入
生
。
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